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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   JIS C 8411 （合成樹脂製可とう電線管） ２．２．２．２．受注者は、電気設備工に使用する材料については 施工前に品質を証明する 資料を作成し、監督職員に提出提出提出提出しなければならない。 ３－６－３３－６－３３－６－３３－６－３        照明照明照明照明設備工設備工設備工設備工    １．１．１．１．ハンドホ－ル工の施工については、第３編２－３－21 ハンドホ－ル工の規 定による。 ２．２．２．２．引込柱及び照明灯の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、建込み位置については設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を 得なければならない。      （２）受注者は、建込みについては、垂直に建込み、地際部には材質により必 要に応じて防食テ－プを巻付けなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、分電盤の施工については、ケ－ブル引込み部分にはシ－ル材を 十分詰めて、外部からの湿気の侵入を防がなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、照明灯及び分電盤の器具、鉄箱といった金属部分の施工につい ては、第Ｄ種接地工事により接地しなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、照明灯の施工については、照明灯の内部で、ケ－ブル相互また はケ－ブルと電線とを接続する場合は、切り離しが可能な接続金物を使用し なければならない。 ６．６．６．６．受注者は、遮光板の施工については、十分に効果が得られるように設置し なければならない。 ７．７．７．７．受注者は、ハンドホ－ル及び分電盤高さ調整の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書    に示された仕上がり高になるように施工しなければならない。 ３－６－４３－６－４３－６－４３－６－４        放送放送放送放送設備工設備工設備工設備工    放送設備工の施工については、公園緑地編３－６－３照明設備工の規定による。 ３－６－５３－６－５３－６－５３－６－５        監視監視監視監視カカカカメメメメラ設置工ラ設置工ラ設置工ラ設置工    監視カメラ設置工の施工については、 設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとする。 なお、特に定めのない事項については、公共建築工事標準仕様書（電気設備工公共建築工事標準仕様書（電気設備工公共建築工事標準仕様書（電気設備工公共建築工事標準仕様書（電気設備工    事編）第６編事編）第６編事編）第６編事編）第６編通信通信通信通信・・・・情情情情報設備工事報設備工事報設備工事報設備工事、公園緑地編３－６－３照明設備工の規定によ る。 ３－６－６３－６－６３－６－６３－６－６        電気設備修繕工電気設備修繕工電気設備修繕工電気設備修繕工    電気設備修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難い 場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ３－６－７３－６－７３－６－７３－６－７        作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）    作業土工の施工については、第３編２－３－３作業土工の規定による。 ３－６－８３－６－８３－６－８３－６－８        電電電電線線線線管路工管路工管路工管路工    １．１．１．１．電線の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、引き入れに先立ち、電線管内を十分清掃し、電線は丁寧に引 き入れ、管端口は電線を損傷しないように保護しなければならない。また、 通線を行わない場合は、管端口には防水栓を差し込んでおかなければなら ない。 （２）受注者は、要所、ハンドホ－ル内及びその引込口、引出口近くでは電線 に余裕を持たせなければならない。 （３）受注者は、電線を曲げる場合は、被覆を痛めないように注意し、その屈 曲半径は低圧ケ－ブルにあたっては、単心以外の場合は、仕上がり外径の ６倍以上とし、単心の場合は、仕上がり外径の８倍以上としなければなら ない。 ２．２．２．２．受注者は、電線及び電線管の施工については、ハンドホ－ル内でのケ－ブ ル接続部分は、ケ－ブルハンガ－に掛けて、ハンドホ－ル底部に直接触れな いよう取付けなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、電線管の施工については、電線管の曲げ半径（内側内径とする） は、管内径の６倍以上とし、曲げ角度は 90 度を超えてはならない。 ４．４．４．４．受注者は、電線管埋設時に埋設シ－ト及び埋設標を敷設しなければならな い。 
第７節第７節第７節第７節    園路広場整備工園路広場整備工園路広場整備工園路広場整備工    ３－７－１３－７－１３－７－１３－７－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、園路広場整備工として舗装撤去工、舗装準備工、アスファルト舗 装工、排水性舗装工、透水性舗装工、アスファルト系舗装工、コンクリ－ト 系舗装工、土系舗装工、レンガ・タイル系舗装工、木系舗装工、樹脂系舗装 工、石材系舗装工、舗装仮復旧工、園路縁石工、区画線工、階段工、公園橋 工、デッキ工、視覚障害者誘導用ブロック工、作業土工、植樹ブロック工そ の他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、園路広場整備工については、敷地の状況、公園施設との取合い を考慮し、正確に位置出しをしなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、路盤の施工において、路床面または下層路盤面に異常を発見し たときは、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、路盤の施工に先立って、路床面の浮石、有害物を除去しなけれ 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ばならない。 ５．５．５．５．受注者は、表面排水勾配の配置については、設計図書設計図書設計図書設計図書で示されていない場 合は、表３－１に示す表面排水勾配としなければならない。ただし、部分的 なすりつけ部については、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければなら ない。           ６．６．６．６．受注者は、転圧については、周辺の低い箇所から始め、高い中央部で仕上 げ、縦方向、横方向交互に行わなければならない。 ７．７．７．７．受注者は、転圧については、開始から仕上げまで連続して行い、前に転圧 した幅の１／２以上重ねて行わなければならない。 ８．８．８．８．受注者は、散水については、淡水を用いるものとし泥水を使用してはなら ない。 ９．９．９．９．施設の仕上げについては、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定による。 ３－７－２３－７－２３－７－２３－７－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．受注者は、園路広場整備工に使用する機能及び意匠に関わる材料について は、施工前に、仕上がり見本品及び性能、品質を証明する資料を作成し、監 督職員に提出提出提出提出しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、舗装工において、使用する材料のうち、試験が伴う材料につい ては、「「「「舗装舗装舗装舗装調調調調査査査査・・・・試験試験試験試験法法法法便覧便覧便覧便覧」（日本道路協会、平成」（日本道路協会、平成」（日本道路協会、平成」（日本道路協会、平成 19191919 年６月）年６月）年６月）年６月）の規格に基 づき試験を実施する。これにより難い場合は、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければ ならない。 ３．３．３．３．路床盛土材は、第１編２－４－４路床盛土工の規定による。 ４．４．４．４．アスファルト舗装工、排水性舗装工、透水性舗装工、アスファルト系舗装 工で使用する材料については、第３編２－６－３アスファルト舗装の材料の 規定による。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ５．５．５．５．コンクリ－ト系舗装工、土系舗装工、レンガ・タイル系舗装工、木系舗装 工、樹脂系舗装工、石材系舗装工で使用する材料については、設計図書設計図書設計図書設計図書によ るものとし、指定のない場合は第３編２－６－３アスファルト舗装の材料、 ２－６－４コンクリ－ト舗装の材料の規定による。 ６．６．６．６．園路縁石工、区画線工、階段工、公園橋工、デッキ工、視覚障害者誘導用 ブロック工で使用する材料の種類及び規格は、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければなら ない。 ７．７．７．７．受注者は、クッション砂については、沈下量を一定にするため、同一現場 内では、産地、粒度、含水率が同一のものを使用しなければならない。 ８．８．８．８．施設仕上げ工の材料については、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）    10101010 章石工事、章石工事、章石工事、章石工事、11111111 章章章章タイタイタイタイル工事、ル工事、ル工事、ル工事、15151515 章章章章左官左官左官左官工事、工事、工事、工事、11118888 章章章章塗装塗装塗装塗装工事工事工事工事の規定による。 ３－７－３３－７－３３－７－３３－７－３        舗装舗装舗装舗装撤去工撤去工撤去工撤去工    １．１．１．１．受注者は、舗装版切断の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならな い。 ２．２．２．２．受注者は、舗装版粉砕の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならな い。 ３．３．３．３．受注者は、路面切削の施工については、第３編２－６－15 路面切削工の規 定による。 ４．４．４．４．受注者は、殻運搬処理を行うにあたり、運搬物が飛散しないように行わな ければならない。 ３－７－４３－７－４３－７－４３－７－４        舗装舗装舗装舗装準備工準備工準備工準備工    舗装準備工の施工については、第３編２－６－５舗装準備工の規定による。    ３－７－５３－７－５３－７－５３－７－５        アスアスアスアスファファファファルトルトルトルト舗装舗装舗装舗装工工工工    アスファルト舗装工の施工については、第３編２－６－７アスファルト舗装工 の規定による。 ３－７－６３－７－６３－７－６３－７－６        排水性排水性排水性排水性舗装舗装舗装舗装工工工工    排水性舗装工の施工については、第３編２－６－９排水性舗装工の規定による。 ３－７－７３－７－７３－７－７３－７－７        透水性透水性透水性透水性舗装舗装舗装舗装工工工工    透水性舗装工の施工については、第３編２－６－10 透水性舗装工の規定による。 ３－７－８３－７－８３－７－８３－７－８        アスアスアスアスファファファファルトルトルトルト系舗装系舗装系舗装系舗装工工工工    アスファルト舗装工の施工については、第３編２－６－７アスファルト舗装工 及び第３編２－６－９排水性舗装工、第３編２－６－10 透水性舗装工の規定によ る。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備         ３－７－９３－７－９３－７－９３－７－９        コンクリ－トコンクリ－トコンクリ－トコンクリ－ト系舗装系舗装系舗装系舗装工工工工    １．１．１．１．コンクリ－ト系舗装工の路盤施工については、第３編２－６－12 コンクリ －ト舗装工の規定による。 ２．２．２．２．インタ－ロッキング舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、クッション砂及び敷きモルタルについては、転圧後に設計図設計図設計図設計図    書書書書に示す厚さになるように、 均一に敷均さなければならない。 （２） 受注者は、ブロックの据付けについては、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す表面勾配及び 目地ラインが得られるように施工しなければならない。 （３）受注者は、ブロック相互のかみ合わせが良くなるように据付けなければ ならない。 （４）目地の幅は、２～３㎜を標準とする。 （５）受注者は、目地ラインの修正をする場合は、角材、木槌を用い、ブロッ クに損傷を与えないようにしなければならない。 （６）受注者は、ブロック舗装面の仕上げについては、振動締固め機により行 わなければならない。 （７）受注者は、締固めについては、ブロックの長手方向に対して行い、ブロ ックに損傷を与えないようにしなければならない。 （８）受注者は、歩行に支障がないように、また降雨後に滞水がないように平 坦に仕上げなければならない。 （９）受注者は、目地詰めについては、乾燥した砂を舗装表面に散布した後、 ほうき類で充分に詰めなければならない。なお、目地詰めの不充分な箇所 は、締固め機を併用して行うか、散水により施工しなければならない。 （10）受注者は、舗装表面に残った目地砂については、清掃し取り除かなけれ ばならない。 ３．３．３．３．受注者は、透水性コンクリ－ト舗装の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらな ければならない。 ４．４．４．４．平板舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、設計図書設計図書設計図書設計図書に定めのない場合は、施工図を作成し、 監督職員に 提出提出提出提出しなければならない。なお、施工図は、舗装パタ－ン、縁石、工作物 との取合い及び伸縮目地を考慮し作成しなければならない。 （２）受注者は、割り付けによって端数が生じた場合は、現場加工によって納 まりよく仕上げなければならない。 （３）受注者は、目地については、指定されたパタ－ン及び目地幅によってゆ がみなく仕上げなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   （４）受注者は、砂目地については、目地の幅は設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、目 違いのないように張り立て後、直ちに砂（細目）を散布し、ほうき類で目 地に充填しなければならない。 （５）受注者は、据付けについては、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す表面勾配が得られるよう に水糸を張って正確に行わなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－10 10 10 10     土土土土系舗装系舗装系舗装系舗装工工工工    １．１．１．１．土系舗装工の路盤施工については、第３編２－６－７アスファルト舗装工 及び第３編２－６－12 コンクリ－ト舗装工の規定による。 ２．２．２．２．土舗装工の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、表層土については、均一に敷均し、締固めに適した含水比に 保てるよう散水しながら、転圧及び不陸整正を繰り返し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す 高さ及び厚さに仕上げなければならない。 （２）受注者は、仕上がり面については、塊が残らないようにレ－キでかき均 さなければならない。 （３）受注者は、表層土の表層仕上り厚が 30mm 以下の場合は、路床または下層 土面をレ－キで浅くかき均し、なじみよくしたうえで、敷均し、転圧しな ければならない。 （４）受注者は、化粧砂をまく場合、その厚さについては、設計図書設計図書設計図書設計図書によるも のとし、転圧とブラシングを繰り返して仕上げなければならない。 （５）受注者は、表層安定剤を散布する場合、散布量は設計図書設計図書設計図書設計図書によるものと し、適度の散水を行いながら転圧しなければならない。 ３．３．３．３．芝舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、下層路盤のある場合は、下層面が損なわれないように客土を 運搬、敷均し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに仕上げなければならない。 （２）受注者は、芝を張った後は、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す目土を敷均し転圧のうえ、 かん水しなければならない。 ４．４．４．４．耐踏圧性芝生舗装の施工については、芝舗装の規定によるものとするほか、 以下の規定による。 （１）耐踏圧性芝生舗装で使用する材料の種類及び規格は、設計図書設計図書設計図書設計図書によらな ければならない。 ５．５．５．５．砂舗装、石灰岩ダスト舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、砂舗装の砂と土砂については、よく混合した後、均一に敷均 し、散水、転圧及び不陸整正を繰り返し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さ及び厚さに 仕上げなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   （２）受注者は、石灰岩ダスト舗装については、均一に敷均し、散水、転圧及 び不陸整正を繰り返し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さ及び厚さに仕上げなければな らない。 （３）受注者は、表層安定剤については、転圧後設計図書設計図書設計図書設計図書に示す量を散布し、 必要に応じ適度の散水を行わなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－11 11 11 11     レンレンレンレンガガガガ・・・・タイタイタイタイルルルル系舗装系舗装系舗装系舗装工工工工    １．１．１．１．レンガ・タイル系舗装工の路盤施工については、第３編２－６－７アスフ ァルト舗装工及び第３編２－６－12 コンクリ－ト舗装工の規定による。 ２．２．２．２．レンガ舗装、タイル舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、敷きモルタルの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す厚さになる ように、均一に敷均さなければならない。 （２）受注者は、レンガ、タイルの据付けについては、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す表面勾 配及び目地ラインが得られるように施工しなければならない。 （３）レンガ、タイル舗装の化粧目地の幅、深さ及び目地モルタルの配合につ いては設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－12 12 12 12     木木木木系舗装系舗装系舗装系舗装工工工工    １．１．１．１．木系舗装工の路盤施工については、第３編２－６－７アスファルト舗装工 及び第３編２－６－12 コンクリ－ト舗装工の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、チップ舗装の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならな い。 ３．３．３．３．木レンガ舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、クッション砂及び敷きモルタルについては、転圧後に設計図設計図設計図設計図    書書書書に示す厚さになるように均一に敷均さなければならない。 （２）受注者は、木レンガの据付けについては、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す表面勾配及び 目地ラインが得られるように施工しなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、木道のクッション砂及び敷きモルタルについては、転圧後に設設設設    計図書計図書計図書計図書に示す厚さになるように均一に敷均さなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、枕木舗装の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－13 13 13 13     樹樹樹樹脂系舗装脂系舗装脂系舗装脂系舗装工工工工    １．１．１．１．樹脂系舗装工の路盤施工については、第３編２－６－７アスファルト舗装 工及び第３編２－６－12 コンクリ－ト舗装工の規定による。 ２．２．２．２．樹脂系舗装の表層の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、ゴムチップ舗装の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければな らない。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ３－７－３－７－３－７－３－７－14 14 14 14     石材石材石材石材系舗装系舗装系舗装系舗装工工工工    １．１．１．１．石材系舗装工の路盤施工については、第３編２－６－７アスファルト舗装 工及び第３編２－６－12 コンクリ－ト舗装工の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、砕石舗装の施工については、砕石を均一に敷均し、散水、転圧 及び不陸整正を繰り返し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さ及び厚さに仕上げなければな らない。 ３．３．３．３．平石張舗装、ごろた石張舗装、玉石張舗装、割板石張舗装、小舗石張舗装、 切板石張舗装、延段、飛石の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、張りパタ－ンについて設計図書設計図書設計図書設計図書に定めのない場合は、施工図 を作成し、監督職員に提出提出提出提出しなければならない。なお、施工図は、張り模 様、縁石、工作物との取合い及び伸縮目地を考慮し作成しなければならな い。 （２）受注者は、各舗装の施工については、設計意図を十分理解したうえで、 施工しなければならない。 （３）受注者は、張り模様については、修景的配慮をしなければならない。 なお、乱形平石張工において４方向以上の目地の集合点が生じてはなら ない。 （４）受注者は、石を大小取り混ぜて施工する場合は、バランスよく組合せ、 小さい石が多くならないように配慮しなければならない。 （５）受注者は、石材系舗装のクッション砂及び敷きモルタルについては、設設設設    計図書計図書計図書計図書に示す厚さになるように均一に敷均さなければならない。 （６）受注者は、モルタルによる化粧目地の幅、深さ及び目地モルタルの配合 については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 （７）受注者は、舗装の表面が平滑になるように配慮し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す表面 勾配が得られるよう施工しなければならない。 （８）受注者は、施工中、モルタルによって石の表面を汚さないように配慮し、 施工後の養生を行わなければならない。 （９）受注者は、合端については、現場で加工・施工を行い、特に端部の納ま りに配慮しなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－15 15 15 15     舗装仮舗装仮舗装仮舗装仮復復復復旧旧旧旧工工工工    舗装仮復旧工の施工については、公園緑地編３－７－４舗装準備工、公園緑地 編３－７－５アスファルト舗装工、公園緑地編３－７－８アスファルト系舗装工、 公園緑地編３－７－９コンクリ－ト系舗装工の規定による。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ３－７－３－７－３－７－３－７－16 16 16 16     園路園路園路園路縁縁縁縁石工石工石工石工    １．１．１．１．園路縁石工の施工については、第３編２－３－５縁石工の規定によるもの のほか、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、縁石ブロックについては、設置前に清掃し、基礎上に安定よ く据付け、目地モルタルを充填しなければならない。 （２）受注者は、縁石ブロックの目地幅及び目地モルタルの配合については、 設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 （３）受注者は、現場打縁石については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ２．２．２．２．レンガ縁石、木縁石、見切材（仕切材）、石材縁石の施工については、設計 意図を十分理解したうえ、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、石材については、指定寸法でできる限りすわりのよいものを 選び、天端及び見切線はその見通線上に凹凸のないように注意して据付け なければならない。 （２）受注者は、土ぎめの場合は、縁石の周囲を充分突固めながら、天端及び 見切線の見通線がずれないように注意して据付けなければならない。 （３）受注者は、石を大小取り混ぜて施工する場合は、バランスよく組合せな ければならない。 （４）受注者は、雑割石縁石の施工については、合端を馴染みよく合わせるよ うに配慮しなければならない。 （５）受注者は、施工中、モルタルによって石の表面を汚さないように配慮し、 養生を行わなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、縁石高さ調整の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示された仕上がり高になるように施工しなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－11117777        区区区区画画画画線線線線工工工工    １．１．１．１．区画線工の施工については、第３編２－３－９区画線工の規定による。 ２．２．２．２．ロ－プ区画線及びロ－プ止めの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければ ならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－11118888        階段階段階段階段工工工工    １．１．１．１．階段工の施工については、第１編第３章無筋・鉄筋コンクリ－ト、第３編 ２－３－22 階段工の規定、公園緑地編３－13 施設仕上げ工によるもののほか、 設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、階段工の施工については、踏面に水が溜まらないよう施工しな ければならない。 ３．３．３．３．受注者は、階段高さ調整の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示された仕上がり 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   高になるように施工しなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、手すりの施工については、公園緑地編３－11－８柵工の規定に よるもののほか、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－19 19 19 19     公園公園公園公園橋橋橋橋工工工工    １．１．１．１．受注者は、公園橋工の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、現地の状況により設計図書設計図書設計図書設計図書に示された構造によりがたい場合 は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 （２）橋台の施工については、第１編第３章無筋・鉄筋コンクリ－ト、公園緑 地編３－３－４貯水施設工、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定による もののほか、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 （３）橋設置の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 （４）受注者は、橋の設置に当たっては、設置時の部材の応力と変形等を十分 検討し、その結果橋上部に対する悪影響がないことを確認確認確認確認しておかなけれ ばならない。      （５）受注者は、地覆については、橋の横方向最短部に設置しなければならな い。 （６）受注者は、高欄、手すりの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に従い、正しい位 置、勾配、平面線形に設置しなければならない。 ３－７－３－７－３－７－３－７－20 20 20 20     デデデデッキ工ッキ工ッキ工ッキ工    デッキ工の施工については、公園緑地編３－７－19 公園橋工の規定による。 ３－７－３－７－３－７－３－７－21 21 21 21     視覚障害者誘導視覚障害者誘導視覚障害者誘導視覚障害者誘導用ブロック工用ブロック工用ブロック工用ブロック工    １．１．１．１．受注者は、視覚障害者誘導用ブロックの施工については、施工前に施工図 を作成し、監督職員に提出提出提出提出しなければならない。 ２．２．２．２．視覚障害者誘導用ブロックの施工については、視覚障害者誘導視覚障害者誘導視覚障害者誘導視覚障害者誘導用ブロック用ブロック用ブロック用ブロック    設置指針・同解説第４章施工設置指針・同解説第４章施工設置指針・同解説第４章施工設置指針・同解説第４章施工の規定による。 ３．３．３．３．視覚障害者誘導点字シ－トの施工については、視覚障害者誘導視覚障害者誘導視覚障害者誘導視覚障害者誘導用ブロック用ブロック用ブロック用ブロック    設置指針・同解説第４章施工設置指針・同解説第４章施工設置指針・同解説第４章施工設置指針・同解説第４章施工の規定によるもののほか、設計図書設計図書設計図書設計図書による。 ３－７－３－７－３－７－３－７－22 22 22 22     作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）    作業土工の施工については、第３編２－３－３作業土工の規定による。 ３－７－３－７－３－７－３－７－23 23 23 23     植樹ブロック工植樹ブロック工植樹ブロック工植樹ブロック工    植樹ブロック工の施工については、第３編２－３－５縁石工の規定による。 
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第８節第８節第８節第８節    修景施設整備修景施設整備修景施設整備修景施設整備工工工工    ３－８－１３－８－１３－８－１３－８－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、修景施設整備工として、石組工、添景物工、袖垣・垣根工、花壇 工、トレリス工、モニュメント工、小規模水景施設工、修景施設修繕工、作 業土工、水景施設工その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、修景施設整備工の施工については、敷地の状況、公園施設との 取合いを考慮しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、修景施設整備工の施工については、設計意図を十分把握したう えで、施工しなければならない。 ４．４．４．４．修景施設の仕上げについては、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定によ る。 ３－８－２３－８－２３－８－２３－８－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．受注者は、修景施設整備工に使用する機能及び意匠に関わる材料について は、施工前に仕上がり見本品及び性能、品質を証明する資料を作成し、監督 職員に提出提出提出提出しなければならない。 ２．２．２．２．石材は、使用目的に合致した形状を有し、外観の良好なものとする。 ３．３．３．３．砂、砂利は粒のそろったもので、異種材及びきょう雑物を含まないものと する。 ４．４．４．４．受注者は、修景施設整備工に使用する木材については、針葉樹の構造用製 材の日本農林規格、針葉樹の造作用製材の日本農林規格、針葉樹の下地用製 材の日本農林規格、広葉樹製材の日本農林規格、及び素材の日本農林規格に よる規格品とし、必要に応じて品質を証明する資料を作成し、施工前に監督 職員に提出提出提出提出しなければならない。なお、これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に 関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得るものとする。 ５．５．５．５．受注者は、設計図書設計図書設計図書設計図書に示された寸法については、製材にあたっては仕上が り寸法とし、素材にあたっては特に明示する場合を除き末口寸法とする。 ６．６．６．６．工場製品については、ひび割れ、損傷がないものとする。 ３－８－３３－８－３３－８－３３－８－３        石石石石組組組組工工工工    １．１．１．１．受注者は、自然石の配分及び配置については、材種形状、色合い、周囲と の取合いに十分考慮しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、石組工の施工については、現地の状況により、設計図書設計図書設計図書設計図書により 難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、石の据付けにおける石の位置、向き、深さについては、設計図設計図設計図設計図    書書書書により難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならな 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   い。 ３－８－４３－８－４３－８－４３－８－４        添景添景添景添景物工物工物工物工    添景物工の施工については、公園緑地編３－８－３石組工、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定によるもののほか、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－８－５３－８－５３－８－５３－８－５        袖垣袖垣袖垣袖垣・・・・垣垣垣垣根工根工根工根工    袖垣・垣根工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－８－６３－８－６３－８－６３－８－６        花壇工花壇工花壇工花壇工    花壇工の施工については、 設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－８－７３－８－７３－８－７３－８－７        トレリス工トレリス工トレリス工トレリス工    トレリス工の施工については、公園緑地編３－11－８柵工の規定によるものの ほか、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－８－８３－８－８３－８－８３－８－８        モニュメモニュメモニュメモニュメント工ント工ント工ント工    モニュメント工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ３－８－９３－８－９３－８－９３－８－９        小規模水小規模水小規模水小規模水景景景景施設工施設工施設工施設工    １．１．１．１．流れ、滝、池、州浜、壁泉、カスケ－ド、カナ－ルの施工については、以 下の各号の規定による。 （１）受注者は、コンクリ－トの施工については、打継ぎ箇所における、シ－ リング材の充填により水漏れ防止を行わなければならない。 （２）受注者は、防水の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 （３）受注者は、防水の施工については、防水シ－トを使用する場合は、接合 部の設計図書設計図書設計図書設計図書に示す重ね合わせを十分行い、密着させなければならない。 （４）石積の護岸の施工については、公園緑地編１－８－８石積工の規定によ るもののほか、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 （５）石張の施工については、公園緑地編３－７－14 石材系舗装工の規定によ るもののほか、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 （６）流れ工の仕上げの施工については、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規 定による。 ２．２．２．２．受注者は、小規模水景施設工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに施工しな ければならない。 ３．３．３．３．受注者は、小規模水景施設工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとするが、 これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければなら ない。 ３－８－３－８－３－８－３－８－10 10 10 10     修修修修景景景景施設修繕工施設修繕工施設修繕工施設修繕工    修景施設修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難い 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ３－８－３－８－３－８－３－８－11 11 11 11     作業土工作業土工作業土工作業土工（（（（床床床床堀堀堀堀り・埋戻しり・埋戻しり・埋戻しり・埋戻し））））    作業土工の施工については、第３編２－３－３作業土工の規定による。 ３－８－３－８－３－８－３－８－12 12 12 12     水水水水景景景景施設工施設工施設工施設工    水景施設工の施工については、公園緑地編３－８－９小規模水景施設工の規定 による。 
    

第９節第９節第９節第９節    遊戯施設整備工遊戯施設整備工遊戯施設整備工遊戯施設整備工    ３－９－１３－９－１３－９－１３－９－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、遊戯施設整備工として、遊具組立設置工、小規模現場打遊具工、 遊具施設修繕工、作業土工、現場打遊具工その他これらに類する工種につい て定める。 ２．２．２．２．受注者は、遊戯施設整備工の施工については、敷地の状況、公園施設との 取合いを考慮しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、遊戯施設整備工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに施工しなけ ればならない。 ４．４．４．４．受注者は、遊戯施設整備工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとするが、こ れにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ５．５．５．５．遊戯施設の仕上げについては、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定によ る。 ３－９－２３－９－２３－９－２３－９－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．受注者は、遊戯施設整備工に使用する機能及び意匠に関わる材料について は、施工前に、仕上がり見本品及び性能、品質を証明する資料を作成し、監 督職員に提出提出提出提出しなければならない。 ２．２．２．２．遊戯施設整備工に使用する金属材料は、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、設計図設計図設計図設計図    書書書書に示されていない場合は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以 上の品質を有するものとする。 （１）鉄鋼系 JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材）  JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼管） JIS G 3452 （配管用炭素鋼鋼管） JIS G 3466 （一般構造用角形鋼管） JIS G 5501 （ねずみ鋳鉄品） JIS G 5502 （球状黒鉛鋳鉄品） 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   JIS 規格品 その他鋼材 （２）ステンレス系 JIS G 3448 （一般配管用ステンレス鋼管） JIS G 4303 （ステンレス鋼棒） JIS G 4305 （冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯） JIS 規格品 その他ステンレス鋼材 （３）非鉄金属系 JIS H 4000 （アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条） JIS H 4080 （アルミニウム及びアルミニウム合金継目無管） JIS 規格品 その他非鉄金属系 （４）かすがい、丸釘、ボルト、ナット、座金の金具類は、日本工業規格また は、これと同等以上の品質を有するものとする。また、ボルトには座金を 使用するものとする。 （５）遊具器具の継手類及び主要部分の鋳造による金具類は、次の規格に適合 したものまたは、これと同等以上の品質を有するものとする。 JIS G 5502 （球状黒鉛鋳鉄品） JIS G 5705 （可鍛鋳鉄品） （６）金属材は、じんあい、油類の異物で汚損しないようにするとともに、必 要に応じて防蝕を行うものとする。 ３．３．３．３．遊戯施設整備工に使用する木材については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、遊具施設整備工に使用する木材については、針葉樹の構造用 製材の日本農林規格、針葉樹の造作用製材の日本農林規格、針葉樹の下地 用製材の日本農林規格、広葉樹製材の日本農林規格、及び素材の日本農林 規格による規格品とし、必要に応じて品質を証明する資料を作成し、施工 前に監督職員に提出提出提出提出しなければならない。なお、これにより難い場合は、 設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得るものとする。 （２）木材の仕上げ、付属金物の塗装仕様、詳細部の加工仕様については設計設計設計設計    図書図書図書図書によらなければならない。 ４．４．４．４．石材については、種類、品質、規格、仕上げは、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければ ならない。 ５．５．５．５．樹脂材については、JIS K6919 （繊維強化プラスチック用不飽和ポリエス テル樹脂）の規格品または、これと同等以上の品質を有するものとする。 ６．６．６．６．ガラス繊維については、JIS R 3412（ガラスロ－ビング）の規格品に適合 する無アルカリ性のものとする。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ７．７．７．７．工場製品については、ひび割れ、損傷のないものとする。 ８．８．８．８．工場製品は、製作所の商標記号及び製造年月を表示したものとする。 ９．９．９．９．砂場工に用いる砂は、粘土、ごみ、有機物が混入しないものとする。 ３－９－３３－９－３３－９－３３－９－３        遊具組立遊具組立遊具組立遊具組立設置工設置工設置工設置工    １．１．１．１．受注者は、遊具の製作、組立て、建込みについては、安全性を重視して施 工しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、遊具の建込みについては、計画設置高に注意し、ひずみ、ゆが み、振れのないように支保工、仮溶接により固定し建込んだ後、監督職員の 確認確認確認確認を受け、基礎固めを行わなければならない。また、コンクリ－トの硬化 までは、十分な養生をしておかなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、遊具のコンクリ－ト基礎の施工については、金属製遊具の支柱 地際を除き、地表面に露出させてはならない。 ４．４．４．４．受注者は、遊具のボルト、ナットまたは軸による接合の場合は、座金を入 れ、緩みのないよう締付け、止めねじ、ワリピンを用いて固定しなければな らない。 ５．５．５．５．受注者は、遊具の施工に際し、安全上必要な箇所については、ダブルナッ ト、Ｕナットまたは袋ナットを使用しなければならない。 ６．６．６．６．受注者は、ロ－プ、ネットの結び目、結合部は、見ばえ良く、堅固に取付 けなければならない。 ７．７．７．７．遊具の木工事については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、見え掛り部分はかんな削り仕上げとし、とげ、ばりがないよ うに平滑に仕上げなければならない。 （２）受注者は、継手の施工については、特に定めない限り、構造的に応力が 低下しないよう配置に留意しなければならない。 （３）受注者は、木材のボルトを通す穴の施工については、使用するボルト径 ＋３㎜を越えてはならない。 （４）受注者は、継手及び仕口の明示のない場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職 員と協議協議協議協議しなければならない。 （５）受注者は、ボルトを隠すための埋木の施工については、接着剤で取れないように施工しなければならない。      （６）受注者は、材質、含水量、防腐処理について安全な材料の選択を行い、 危険がないように材料の選択を行い、接合部については、特に堅固に施工 しなければならない。 ８．８．８．８．受注者は、遊具の設置箇所及びその周囲において、危険防止のため地表面 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   下とも、障害物を除去した後、水はけ良く地均しして十分転圧しなければな らない。 ９．９．９．９．安全柵の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるもののほか、公園緑地編３－11 －８柵工の規定による。 10101010．．．．受注者は、安全マットの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならな い。 11111111．．．．受注者は、遊具の施工については、設置から工事完了までの期間、危険防 止のため、仮囲いをし、適切な対策を講じなければならない。 12121212．．．．受注者は、遊具の地際部には、遊具の材質によっては、必要に応じて防蝕 対策の措置を行わなければならない。 ３－９－４３－９－４３－９－４３－９－４        小規模小規模小規模小規模現現現現場打場打場打場打遊具遊具遊具遊具工工工工    受注者は、小規模現場打遊具工の施工に際し、仕上げ面は平滑に仕上げ、角は 十分な丸味を付け、安全性に留意しなければならない。 ３－９－５３－９－５３－９－５３－９－５        遊具遊具遊具遊具施設修繕工施設修繕工施設修繕工施設修繕工    遊具施設修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難い 場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ３－９－６３－９－６３－９－６３－９－６        作業土工作業土工作業土工作業土工（（（（床掘り・埋戻し）床掘り・埋戻し）床掘り・埋戻し）床掘り・埋戻し）    作業土工の施工については、 第３編２－３－３作業土工の規定による。 ３－９－７３－９－７３－９－７３－９－７        現現現現場打場打場打場打遊具遊具遊具遊具工工工工    現場打遊具工の施工については公園緑地編３－９－４小規模現場打遊具工の規 定による。  
第第第第 10101010 節節節節    サ－ビス施設整備工サ－ビス施設整備工サ－ビス施設整備工サ－ビス施設整備工    ３－３－３－３－10101010－１－１－１－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、サ－ビス施設整備工として時計台工、水飲み場工、洗い場工、ベ ンチ・テ－ブル工、野外炉工、炊事場工、サイン施設工、サ－ビス施設修繕 工その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、サ－ビス施設整備工の施工については、敷地の状況、公園施設 との取合いを考慮しなければならない。 ３－３－３－３－10101010－２－２－２－２        材材材材    料料料料    サ－ビス施設整備工で使用する材料は、公園緑地編３－９－２材料の規定によ る。 ３－３－３－３－10101010－３－３－３－３        時時時時計計計計台台台台工工工工    受注者は、時計台の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに設置し、水平、垂 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   直になるように施工するとともに、ねじれのないように施工しなければならない。 ３－３－３－３－10101010－４－４－４－４        水水水水飲み飲み飲み飲み場工場工場工場工    １．１．１．１．受注者は、水飲み場工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに施工しなければ ならない。 ２．２．２．２．受注者は、水飲み場工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとするが、これに より難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ３．３．３．３．水飲みの仕上げについては設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これに示されていな い場合は、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定による。 ３－３－３－３－10101010－５－５－５－５        洗洗洗洗い場工い場工い場工い場工    洗い場工の施工については、公園緑地編３－10－４水飲み場工の規定による。 ３－３－３－３－10101010－６－６－６－６        ベベベベンチ・ンチ・ンチ・ンチ・テテテテ－ブル工－ブル工－ブル工－ブル工    １．１．１．１．受注者は、ベンチ・スツ－ル及び縁台の施工については、前面の足元地盤 は、水はけ良く地均しして、十分転圧しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、野外卓及びテ－ブルの施工については、テ－ブル板及び腰掛け 板は、水平に取付けなければならない。また野外卓のテ－ブル板及び腰掛け 板の取付けは、丸釘またはボルトで堅固に取付け、表面を平滑に仕上げなけ ればならない。 ３．３．３．３．受注者は、ベンチ・テ－ブル工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに施工し なければならない。 ４．４．４．４．受注者は、ベンチ・テ－ブル工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに 設置し、水平、垂直になるように施工するとともに、ねじれのないように施 工しなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、ベンチ・テ－ブル工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとするが、 これにより難い場合は、 設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければなら ない。 ３－３－３－３－10101010－７－７－７－７        野外炉野外炉野外炉野外炉工工工工    １．１．１．１．受注者は、野外炉工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない ２．２．２．２．受注者は、野外炉工の仕上げについては、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これ に示されていない場合は、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定による。 ３－３－３－３－10101010－８－８－８－８        炊炊炊炊事場工事場工事場工事場工    炊事場工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとするほか、公園緑地編３－1 0－４水飲み場工、公園緑地編３－10－７野外炉工の規定による。 ３－３－３－３－10101010－９－９－９－９        ササササイイイイン施設工ン施設工ン施設工ン施設工    受注者は、サイン施設の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに設置し、水平、 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   垂直になるように施工するとともに、ねじれのないように施工しなければならな い。 ３－３－３－３－10101010－－－－10 10 10 10     サ－サ－サ－サ－ビビビビス施設修繕工ス施設修繕工ス施設修繕工ス施設修繕工    サ－ビス施設修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより 難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。  
第第第第 11111111 節節節節    管理施設整備工管理施設整備工管理施設整備工管理施設整備工    ３－３－３－３－11111111－１－１－１－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、管理施設整備工として、リサイクル施設工、ごみ焼却施設工、ご み施設工、井戸工、門扉工、柵工、車止め工、園名板工、掲場ポ－ル工、反 射鏡工、境界工、管理施設修繕工その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、管理施設整備工の施工については敷地の状況、公園施設との取合い を考慮しなければならない。 ３－３－３－３－11111111－２－２－２－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．管理施設整備工で使用する材料については、公園緑地編３－９－２材料の 規定によるもののほか、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の 品質を有するものとし、種類、規格、防錆処理については設計図書設計図書設計図書設計図書によらな ければならない。 JIS A 6518 （ネットフェンス構成部材） JIS G 3552 （ひし形金網） ２．２．２．２．焼丸太については、杉または桧とし、側面及び天端を焼きワイヤブラシで 表面を磨いたものとする。 ３．３．３．３．ロ－プ及びチェ－ンの製品については、損傷のないものとする。 ３－３－３－３－11111111－３－３－３－３        リサリサリサリサイイイイクル施設工クル施設工クル施設工クル施設工    １．１．１．１．リサイクル施設の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとする。これによ り難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ２．２．２．２．リサイクル施設基礎の施工については、基礎材を均等に敷均し、タンパで 十分突固めなければならない。 ３．３．３．３．リサイクル施設設備の施工については、公園緑地編３－３給水設備工、公 園緑地編３－４雨水排水設備工、公園緑地編３－５汚水排水設備工、公園緑 地編３－６電気設備工の規定による。 ３－３－３－３－11111111－４－４－４－４        ごごごごみ焼却み焼却み焼却み焼却施設工施設工施設工施設工    ごみ焼却施設工の施工については、公園緑地編３－11－３リサイクル施設工の 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   規定による。 ３－３－３－３－11111111－５－５－５－５        ごごごごみみみみ施設工施設工施設工施設工    １．１．１．１．ごみ施設の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、くず入れ、吸殻入れの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに 設置し、水平、垂直になるように施工するとともに、ねじれのないように施 工しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、ごみ置場の仕上げについては、公園緑地編３－13 施設仕上げ工 の規定による。 ３－３－３－３－11111111－６－６－６－６        井戸井戸井戸井戸工工工工    １．１．１．１．さく井の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。なお、特に 定めのない事項については、公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）第公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）第公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）第公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）第7777    編編編編さく井さく井さく井さく井設備工事設備工事設備工事設備工事の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、手押ポンプの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに設置し、 水平、垂直になるように施工するとともに、ねじれのないように施工しなけ ればならない。 ３．３．３．３．受注者は、井戸設備の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとする。なお、 特に定めのない事項については、公共建築工事標準仕様書公共建築工事標準仕様書公共建築工事標準仕様書公共建築工事標準仕様書    （機械設備工事編、（機械設備工事編、（機械設備工事編、（機械設備工事編、        電気設備工事編）電気設備工事編）電気設備工事編）電気設備工事編）の規定による。 ３－３－３－３－11111111－７－７－７－７        門扉門扉門扉門扉工工工工    １．１．１．１．門壁、門柱の施工については、第１編第３章無筋・鉄筋コンクリ－ト、公 園緑地編３－３－４貯水施設工、公園緑地編３－13 施設仕上げ工の規定によ るもののほか、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、門扉の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに設置し、水平、 垂直になるように施設するとともに、ねじれのないように施工しなければな らない。 ３－３－３－３－11111111－８－８－８－８        柵工柵工柵工柵工    １．１．１．１．フェンス及び柵の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、基礎の施工については、地盤高と天端仕上げ高に合わせ突固 め、曲がり及びねじれのないように取付けなければならない。 （２）受注者は、コンクリ－トブロック基礎の施工については、コンクリ－ト ブロックに支柱を建て込み、モルタルまたはコンクリ－トにより充填し、 基礎上部は金ゴテ仕上げとし中高に仕上げなければならない。 （３）受注者は、現場打コンクリ－ト基礎の施工については、基礎上部は金ゴ テ仕上げとし中高に仕上げなければならない。なお、現場打コンクリ－ト 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   基礎にあらかじめ箱抜きをする場合は、コンクリ－トブロック基礎の規定 による。 （４）受注者は、フェンスの建込みについては、溶接箇所における曲がり、ね じれが起きないよう施工しなければならない。 （５）受注者は、フェンス固定部分の施工については、緩みのないように堅固 に締付け、金網及びパネルは、たるみ及びゆがみのないよう取付けなけれ ばならない。 （６）受注者は、フェンスの笠木及び支柱のねじ部の施工については、袋ナッ トを用いない場合、余ったねじ胴部の切断処理を行わなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、ロ－プ柵の施工については、緩みのないように柱３本に１本の 割合でロ－プを１巻きさせなければならない。また、杭の曲がり及び端部は、 控えを入れて補強しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、チェ－ン柵の施工については、チェ－ンの固定部分は、 堅固に 取付けなければならない。 ４．４．４．４．転落（横断）防止柵の施工については、第３編２－３－８路側防護柵工の 規定による。 ５．５．５．５．ガ－ドレ－ル・ガ－ドケ－ブル及びガ－ドパイプの施工については、第３ 編２－３－７防止柵工の規定による。 ３－３－３－３－11111111－９－９－９－９        車止車止車止車止め工め工め工め工    １．１．１．１．受注者は、車止めの設置位置については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これ に示されない場合または、現地の状況により位置に支障がある場合は、設計設計設計設計    図書図書図書図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、車止めの施工については、地下埋設物に破損や障害を発生させ ないようにするとともに、既設舗装及び既設縁石に悪影響をおよぼさないよ う施工しなければならない。 ３－３－３－３－11111111－－－－10 10 10 10     園名板工園名板工園名板工園名板工    園名板の施工については、設計図書によらなければならない。 ３－３－３－３－11111111－－－－11 11 11 11     掲揚ポ掲揚ポ掲揚ポ掲揚ポ－ル工－ル工－ル工－ル工    受注者は、掲揚ポ－ルの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さに設置し、水平、 垂直に施工するとともに、ねじれの無いように施工しなければならない。 ３－３－３－３－11111111－－－－12 12 12 12     反射鏡反射鏡反射鏡反射鏡工工工工    反射鏡工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとするほか、「道路「道路「道路「道路反射鏡反射鏡反射鏡反射鏡設置設置設置設置    指針第２章設置指針第２章設置指針第２章設置指針第２章設置方方方方法の規定法の規定法の規定法の規定及び及び及び及び第５章施工」第５章施工」第５章施工」第５章施工」（（（（日本道路協会、日本道路協会、日本道路協会、日本道路協会、昭和昭和昭和昭和 55555555 年年年年 12121212 月月月月））））    の規定による。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ３－３－３－３－11111111－－－－13 13 13 13     境界境界境界境界工工工工    境界工の施工については、 第 10 編２－12－３境界工の規定による。 ３－３－３－３－11111111－－－－14 14 14 14     管理施設修繕工管理施設修繕工管理施設修繕工管理施設修繕工    管理施設修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難い 場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 
    

第第第第 12121212 節節節節    建築施設組立設置工建築施設組立設置工建築施設組立設置工建築施設組立設置工    ３－３－３－３－12121212－１－１－１－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は建築施設組立設置工として四阿工、パ－ゴラ工、シェルタ－工、キ ャビン（ロッジ）工、温室工、観察施設工、売店工、荷物預かり所工、更衣 室工、便所工、倉庫工、自転車置場工、建築施設修繕工その他これらに類す る工種について定める。 ２．２．２．２．建築施設組立設置工の組立設置については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければなら ない。 なお、特に定めのない事項については、公共建築工事標準仕様書（建築工公共建築工事標準仕様書（建築工公共建築工事標準仕様書（建築工公共建築工事標準仕様書（建築工    事編、機械設備工事編、電気設備工事編）事編、機械設備工事編、電気設備工事編）事編、機械設備工事編、電気設備工事編）事編、機械設備工事編、電気設備工事編）の規定による。 ３．３．３．３．建築施設組立設置工の設備については、公園緑地編３－３給水設備工、公 園緑地編３－４雨水排水設備工、公園緑地編３－５汚水排水設備工、公園緑 地編３－６電気設備工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－２－２－２－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．建築施設組立設置工に使用する材料については、次の規格に適合したもの または、これと同等以上の品質を有するものとする。 JIS A 5001 （道路用砕石） JIS A 5006 （割ぐり石） JIS A 5508 （くぎ） JIS K 6807 （ホルムアルデヒド系樹脂木材用液状接着剤の一般試験方法） JIS K 6807 （ホルムアルデヒド系樹脂木材用液状接着剤の一般試験方法） JIS K 6804 （酢酸ビニル樹脂エマルジョン木材接着剤） JIS K 6919 （繊維強化プラスチック用液状不飽和ポリエステル樹脂） JIS R 3412 （ガラスロ－ビング） ２．２．２．２．工場製品については、製作所の商品記号を刻印したものとする。 ３．３．３．３．木材については、針葉樹の構造用製材の日本農林規格、針葉樹の造作用製 材の日本農林規格、針葉樹の下地用製材の日本農林規格、広葉樹製材の日本 農林規格、及び素材の日本農林規格による規格品とする。なお、これに 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備  より難い場合は、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得るものとする。 ４．４．４．４．木材については、JIS A 9002（木質材料の加圧式保存処理方法）による防 腐処理品とし、経口毒性及び経皮毒性が安全と認められているものを使用す るものとする。 ５．５．５．５．ボルト、ナットについては、JIS 製品を使用し、ボルトには座金を使用す るものとする。 ６．６．６．６．樹脂については、JIS K 6919（繊維強化プラスチック用液状不飽和ポリエ ステル樹脂）の規格品または、これと同等以上の品質を有するものとする。 ７．７．７．７．ガラス繊維については、JIS R 3412（ガラスロ－ビング）の規格品に適合 する無アルカリ性のものとする。 ８．８．８．８．屋根材、屋根下地用ル－フィング、付属材料については、設計図書設計図書設計図書設計図書によら なければならない。 ３－３－３－３－12121212－３－３－３－３        四阿四阿四阿四阿工工工工        １．１．１．１．受注者は、四阿基礎の施工については、基礎材を均等に敷均し、十分突固 めなければならない。 ２．２．２．２．四阿設置の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、設置位置については、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得 なければならない。 （２）受注者は、床面に水たまりを生じないように勾配をつけなければならな い。 （３）受注者は、仕上げの色合いについては、見本帳または見本塗り板を作成 し、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 ３．３．３．３．四阿の木材使用については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、見え掛かり部分について現場での仕上げが必要な場合は、す べて荒削りまたは、かんな削りのうえ、仕上げ削りをしなければならない。 （２）受注者は、継手については、特に定めのない限り、乱に配置しなければ ならない。 （３）受注者は、造作材の化粧面の釘打ちについては、隠し釘を標準としなけ ればならない。 （４）受注者は、継手及び仕口については、設計図書設計図書設計図書設計図書により難い場合は、設計設計設計設計    図書図書図書図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 （５）受注者は、ボルトを隠すための埋木については、欠け、割れ、ひびがな い部材と同じ材質の材料を使用し、接着剤を塗布し、すき間なく打込み、 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   表面を平滑に仕上げなければならない。 （６）受注者は、表面の仕上げについては、特に平滑に仕上げ、とげが出ない ように注意しなければならない。 （７）受注者は、木材の端部及び角部の面取りについて、設計図書設計図書設計図書設計図書により難い 場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。      （８）受注者は、上部構造部の金具類については、堅固に取付け、ボルト締め は、緩み及びずれのないように締付けなければならない。 （９）受注者は、コンクリ－ト柱の上部と木部の桁、梁との取合い部について、 雨水が溜まらないようにモルタルで勾配をつけなければならない。      （10）受注者は、竹材を使用する場合は、節止めとしなければならない。 ４．４．４．４．四阿の鋼材使用については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、端部の処理については、面取りといった必要な加工をしなけ ればならない。 （２）受注者は、部材の組立てに先立ち、修正し、仕上がり材に曲がり、ねじ れ、反りが生じないよう注意しなければならない。 （３）受注者は、ボルトの締付けについては、ナットの回転量について部材を 損傷しないよう注意し、締め過ぎないようにしなければならない。 （４）受注者は、組立てに際して行う現場溶接については、できる限り少なく するよう工夫し、やむを得ず現場で溶接を行う場合は、変形を少なくする ため、適当な収縮量を見込み、また、逆ひずみや拘束を与えて仕上がり寸 法及び形状を正確に保つようにしなければならない。 （５）受注者は、部材を受け台に置き、曲げ、ねじれを与えないように留意し、 支障が生じた場合は、組立てに先立ち、修正しなければならない。 （６）受注者は、組立てについては、風圧やその他荷重に対して安全に施工で きるように仮設の筋交いといった必要な支保を行い、補強しなければなら ない。 （７）受注者は、仕上がり箇所の見え掛かり部分について、設計図書設計図書設計図書設計図書に示され ていない場合は、サンダ－仕上げをしなければならない。 （８）受注者は、必要に応じて、ポリエチレンフィルム、はく離ペイントで養 生を行い、現場に搬入しなければならない。 （９）受注者は、取付け終わった金物で、出隅等の損傷のおそれがある部分は、 当て板等の適切な養生を行わなければならない。また、工事完成時には、養生材を取り除き清掃を行わなければならない。なお、必要に応じて、ワックス掛け等を行わなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ３－３－３－３－12121212－４－４－４－４        パパパパ－－－－ゴゴゴゴラ工ラ工ラ工ラ工    パ－ゴラ基礎、パ－ゴラ設置、パ－ゴラ設備の施工については、公園緑地編３ －12－３四阿工の規定による。  ３－３－３－３－12121212－５－５－５－５        シェシェシェシェルルルルタタタタ－工－工－工－工    シェルタ－基礎、シェルタ－設置、シェルタ－設備の施工については、公園緑 地編３－12－３四阿工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－６－６－６－６        キャキャキャキャビビビビン（ロッン（ロッン（ロッン（ロッジジジジ）工）工）工）工    キャビン（ロッジ）基礎、キャビン（ロッジ）設置、キャビン（ロッジ）設備 の施工については、公園緑地編３－12－３四阿工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－７－７－７－７        温室温室温室温室工工工工    温室基礎、温室設置、温室設備の施工については、公園緑地編３－12－３四阿 工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－８－８－８－８        観察観察観察観察施設工施設工施設工施設工    観察施設基礎、観察施設設置、観察施設設備の施工については、公園緑地編３ －12－３四阿工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－９－９－９－９        売店売店売店売店工工工工    売店基礎、売店設置、売店設備の施工については、公園緑地編３－12－３四阿 工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－－－－10 10 10 10     荷荷荷荷物物物物預預預預り所工り所工り所工り所工    荷物預り所基礎、荷物預り所設置、荷物預り所設備の施工については、公園緑 地編３－12－３四阿工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－－－－11 11 11 11     更衣室更衣室更衣室更衣室工工工工    更衣室基礎、更衣室設置、更衣室設備の施工については、公園緑地編３－12－ ３四阿工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－－－－12 12 12 12     便便便便所工所工所工所工    １．１．１．１．便所基礎、便所設置、便所設備の施工については、公園緑地編３－12－３ 四阿工の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、便所のサインについては、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これによ り難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ３－３－３－３－12121212－－－－13 13 13 13     倉庫倉庫倉庫倉庫工工工工    倉庫基礎、倉庫設置、倉庫設備の施工については、公園緑地編３－12－３四阿 工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－－－－14 14 14 14     自転車自転車自転車自転車置場工置場工置場工置場工    自転車置場基礎、自転車置場設置、自転車置場設備の施工については、公園緑 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   地編３－12－３四阿工の規定による。 ３－３－３－３－12121212－－－－15 15 15 15     建築施設修繕工建築施設修繕工建築施設修繕工建築施設修繕工        建築施設修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難い 場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。  
第第第第 13131313 節節節節    施設仕上げ工施設仕上げ工施設仕上げ工施設仕上げ工    ３－３－３－３－13131313－１－１－１－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は施設仕上げ工として、塗装仕上げ工、加工仕上げ工、左官仕上げ工、 タイル仕上げ工、石仕上げ工その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、現場塗装の施工管理区分については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければ ならない。 ３．３．３．３．受注者は、塗装仕様については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、同種塗装工事に従事した経験を有する塗装作業者を工事に従事 させなければならない。 ３－３－３－３－13131313－２－２－２－２        材材材材    料料料料    １１１１．．．．施設仕上げ工の材料については、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）    10101010 章石工事、章石工事、章石工事、章石工事、    11111111 章章章章タイタイタイタイル工事、ル工事、ル工事、ル工事、15151515 章章章章左官左官左官左官工事、工事、工事、工事、11118888 章章章章塗装塗装塗装塗装工事工事工事工事の規定によ る。 ２．２．２．２．材料については、第３編２－12－２材料の規定による。 ３．３．３．３．木部防腐剤塗りの材料については、次の規格に適合したものまたは、これ と同等品以上の品質を有するものとする。 JIS K 1570（木材保存剤） ４．４．４．４．受注者は、仕上げに使用する材料については、施工前に品質を証明する資 料を作成し、監督職員に提出提出提出提出しなければならない。 ５．５．５．５．塗装仕上げについては、各塗装工程の塗料は同種で、原則として同一製造 所の製品としなければならない。 ６．６．６．６．受注者は塗装仕上げに使用する材料の色については、製造所の工場調色と しなければならない。ただし、使用量が少ない場合または、塗装工程上の色 変えの場合には、同一製造所の塗料を使用し、現場調色とするものとする。 ７．７．７．７．受注者は、塗装仕上げに使用する材料の搬入については、開封しないまま 現場に搬入しなければならない。 ８．８．８．８．受注者は、仕上げ塗材の材料については、製造後、６ヶ月以上経過したも 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   のを使用してはならない。 ９．９．９．９．受注者は、塗装仕上げに使用する材料については、施工前に見本帳及び見 本塗り板を作成し、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。ただし、使用量 が少ない場合は、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得て、同一製造所の塗料を使用し、現場 調合とするものとする。 10101010．．．．受注者は、塗装仕上げの下塗りの材料については設計図書設計図書設計図書設計図書によるものと し、これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければ ならない。 11111111．．．．受注者は、吹付け仕上げの材料については、JIS 規格品とし、種類、塗り 厚及び塗りつけ量は設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難い場合は、設計設計設計設計    図書図書図書図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 12121212．．．．受注者は、マスチック塗材については、製造所において調合されたものを 使用しなければならない。 13131313．．．．受注者は、シ－ラ－、セメント系下地調整塗材、仕上げ材については、主  製造所の指定するものとしなければならない。 14141414．．．．タイル仕上げに使用するタイルについては、JIS A 5209（陶磁器質タイル）の規 格品とし、形状が正確で、色調、硬度が一様であり、欠点がないものとする。 15151515．．．．タイル仕上げに使用するタイルについては、形状寸法、色合いは設計図書設計図書設計図書設計図書    によるものとし、これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾    を得るものとする。 ３－３－３－３－13131313－３－３－３－３    塗装塗装塗装塗装仕上仕上仕上仕上げげげげ工工工工    １．１．１．１．素地ごしらえ、合成樹脂調合ペイント塗り、溶剤形ビニル系塗料塗り、オ イルステインワニス塗り、塗材仕上げについては公共建築工事標準仕様書公共建築工事標準仕様書公共建築工事標準仕様書公共建築工事標準仕様書    （建築工事編）第（建築工事編）第（建築工事編）第（建築工事編）第 11118888 章章章章塗装塗装塗装塗装工事工事工事工事の規定による。 ２．２．２．２．現場での塗装仕上げの施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、塗装面に損傷、汚染を与えないよう注意し、また、塗装箇所 周辺、床にあらかじめ養生をしなければならない。 （２）受注者は、原則として下塗りは白色、中塗りは白色または、上塗り色に 類似した色調としなければならない。また、不透明塗料について、監督職 員の指示指示指示指示がある場合は、下塗り、中塗りの工程は、上塗りと異なった色に よって塗り分けなければならない。 （３）受注者は、仕上げの色合いについては、見本帳または見本塗り板を作成 し、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 （４）受注者は、被塗物は十分乾燥させた後塗装し、上塗り前に、上塗りまで の工程について、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得た後、塗斑なく、 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   塗膜厚が均等になるよう塗り上げなければならない。 （５）受注者は、塗装の乾燥期間内に次の工程に移ってはならない。 （６）受注者は、塗布量については平らな面に付着させる塗料の量を標準量と しなければならない。なお、塗料の標準量は、薄める前の塗料の量としな ければならない。 （７）受注者は、うすめ液塗布材については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これ により難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならな い。 （８）受注者は、塗装面の保護については、必要に応じて、完全に乾燥するま で、縄張り、柵を設置し、ペンキ塗りたての表示をしなければならない。  （９）受注者は、塗料を使用直前に良くかき混ぜ、必要に応じてこしわけして 塗装しなければならない。 （10）受注者は、火気に注意し、爆発、火災といった事故を起こさないように しなければならない。また、塗料をふき取った布、塗料の付着した布片等 で、自然発火を起こすおそれのあるものは作業終了後速やかに処置しなけ ればならない。 （11）受注者は、塗り方については、塗料に適した工法とし、下記のいずれか により、色境、隅、ちり回り等は、乱さないよう十分注意し、区画線を明 確に塗り分けなければならない。 ① 受注者は、はけ塗りについては、はけを用い、はけ目正しく一様に塗ら なければならない。 ② 受注者は、吹付け塗りについては、塗装用スプレ－ガンを用い、ガンの 種類、口径、空気圧等は、用いる塗料の性状に応じて、適切なものを選 び、吹きむらのないよう一様に塗らなければならない。 ③ 受注者は、ロ－ラ－ブラシ塗りについては、ロ－ラ－ブラシを用い、隅、 ちり回りは小ばけ又は、専用ロ－ラ－を用い、全面が均一になるように 塗らなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、研磨紙ずり及び水研ぎについては、下層塗膜及びパテが硬化乾 燥したのち、各層毎に研磨紙又は、耐水研磨紙で素材の長手方向に、下層の 塗膜を研ぎ去らないように注意して研がなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、穴埋めについては、深い穴、大きな隙間等に穴埋め用パテをへ ら又はこてで押し込み埋込まなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、パテかいについては、面の状況に応じて、面のくぼみ、隙間、 目違い等の部分にパテをへら又はこてで薄く付けなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   ６．６．６．６．受注者は、パテしごきについては、穴埋め、パテかいの工程を行ったのち 、研磨紙ずりを行い、パテ全面にへら付けし、表面に過剰のパテを残さない よう、素地が現れるまで十分しごき取らなければならない。 ７．７．７．７．受注者は、パテ付け、下地パテ付けについては、パテかい、研磨紙ずりの のち、表面が平らになるまで全面にパテを塗り付け、乾燥後、研磨紙ずりを 行う工程を繰り返さなければならない。 ８．８．８．８．受注者は、塗装については原則として次の場合行ってはならない。なお、 やむを得ず塗装しなければならない場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承承承承    諾諾諾諾を得なければならない。 （１）気温が５℃以下、湿度が 85％以上の時又は換気が適当でなく結露するな ど塗料の乾燥に不適当な場合。やむを得ず塗装を行う場合は、採暖、換気 などの養生を行わなければならない。 （２）降雪雨の場合または、塗料の乾燥前に降雪雨のおそれのある場合。 （３）塗膜乾燥中に異物の付着が予想される場合。 （４）塗被物が湿ったりまたは、結露している場合。 （５）炎天下で塗被表面の温度が高く、表面に泡を生じるおそれのある場合。 （６）コンクリ－トの亀裂などにより、漏水している場合。 ９．９．９．９．オイルステインワニス塗りについては、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これに 定めのない場合は、以下の各号の規定によるものとする。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備                            （１）受注者は、ヒノキ、ヒバ、ツガ、ベイツガ及びマツ類の場合は、工程１ の次に吸い込み止め（白ラックニスまたはウッドシ－ラ－）を行わなけれ ばならない。 （２）受注者は、堅木の場合は、工程１の次に目止め１回（油性の目止め剤） を行わなければならない。 10101010．．．．受注者は、木部防腐剤塗りについては、設計図書設計図書設計図書設計図書による材料、または、（社）  日本木材保存協会もしくは（社）日本しろあり対策協会が認定した木材防腐・ 防蟻剤（表面処理用）を使用しなければならない。 ３－３－３－３－13131313－４－４－４－４        加加加加工仕上工仕上工仕上工仕上げげげげ工工工工    １．１．１．１．石材加工仕上げ、コンクリ－ト加工仕上げについては公共建築工事標準仕公共建築工事標準仕公共建築工事標準仕公共建築工事標準仕    様書（建築工事編）様書（建築工事編）様書（建築工事編）様書（建築工事編）10101010 章石工事、章石工事、章石工事、章石工事、15151515 章章章章左官左官左官左官工事工事工事工事の規定による。 ２．２．２．２．のみ切り仕上げは、荒こぶ取りした石の表面をさらにノミによって大きく 高い山をはつり取っていく加工のこととする。 荒こぶ取りは、玄能払いともいい、石材の種類、性質、または石の目の間 隔で、割肌に著しい高低や凹凸があった場合、ノミによって大きな山を切り 崩し、荒石の表面を荒ならしする程度の加工のこととする。 びしゃん仕上げは、中ノミ切り程度の表面をビシャンという道具で叩いて 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備   小山をつぶし、さらに平滑に仕上げること、また、機械挽きで生じた平坦面 をビシャンで叩くことで、粗面にする加工のこととする。 小たたき仕上げは、ビシャンたたきをした石の表面を両刃という工具で１ ～２㎜の平行線の筋がつくように均等に叩いて、さらに表面を細かく仕上げ る加工のこととする。 あらみがきは、ビシャン仕上げまたは機械切りの上に研磨機を用いて磨い た比較的粗面でつやのない仕上げのこととする。 水みがきは、小たたきまたはビシャン仕上げしたものに研磨剤と砥石また はグラインダ－で磨く仕上げのことで、素地が磨けているがつやの出る手前 の状態の仕上げのこととする。 本みがきは、つや出し粉を散布し、光沢を発揮している状態の仕上げのこ と本みがきのつや出し仕上げとし、つや出し粉を用いずに磨いた場合はつや 消しとする。 ３．３．３．３．コンクリ－ト加工仕上げの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書及び監督職員の指示指示指示指示    がない場合は、以下の各号の規定による。 （１）はつり仕上げは、コンクリ－ト面の表面仕上げの工法の１つで、ブレ－ カ－及びこれに類する工具により、コンクリ－ト面に対し鋭角に切削して 仕上げることで、この場合深さは５～10 ㎜程度とする。 つつき仕上げは、コンクリ－トの表面仕上げの工法の１つで、トンボま たは、これに類する工具により、コンクリ－ト面に対し直角に切削して仕 上げることで、この場合深さは３～５㎜程度とする。 （２）受注者は、コンクリ－トつつき仕上げの出来形寸法については、仕上げ 以前の寸法としなければならない。 ３－３－３－３－11113333－５－５－５－５        左官左官左官左官仕上仕上仕上仕上げげげげ工工工工    １．１．１．１．化粧目地切り、コンクリ－ト仕上げ、モルタル仕上げ、タイル下地モルタ ル塗りについては、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）15151515 章章章章左官左官左官左官工事工事工事工事の 規定による。 ２．２．２．２．受注者は、人造石仕上げの種石の種類、顔料についは、設計図書設計図書設計図書設計図書によるも のとし、これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなけれ ばならない。 ３．３．３．３．受注者は、人造石研ぎ出しの施工については、原則として機械研ぎとし、 最終研ぎ出しは砥石を用い、目つぶし、のろがけを繰り返して、仕上げ面の ピンホ－ルがないよう、滑らかに仕上げなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、人造石洗い出しの施工については、上塗りの後、ブラシで種石 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備  面ののろをふき取り、石並びを調整した後、水引き具合を見はからいながら 水を吹付けて洗い出し、仕上げなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、擬岩仕上げのコンクリ－ト・モルタルの規格、顔料については、 設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職 員と協議協議協議協議しなければならない。 ３－３－３－３－13131313－６－６－６－６        タイタイタイタイル仕上ル仕上ル仕上ル仕上げげげげ工工工工    １．１．１．１．タイル張り仕上げについては、公共建築公共建築公共建築公共建築工事標準仕様書（建築工事編）工事標準仕様書（建築工事編）工事標準仕様書（建築工事編）工事標準仕様書（建築工事編）11111111    章章章章タイタイタイタイル工事ル工事ル工事ル工事の規定による。 ２．２．２．２．タイル張り仕上げの養生と清掃については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、強い直射日光、風、雨等により損傷を受けるおそれのある場 合は、シ－トを張り、養生を行わなければならない。 （２）受注者は、タイル張り終了後、タイル表面を傷めないように清掃し、汚 れを取り除かなければならない。やむを得ず清掃に酸類を用いる場合は、 清掃前に十分水湿しをし、酸洗い後は直ちに水洗いを行い、酸分が残らな いようにしなければならない。 なお、金物類には、酸類が掛からないように養生を行わなければならな い。 ３－３－３－３－13131313－７－７－７－７        石仕上石仕上石仕上石仕上げげげげ工工工工    １．１．１．１．石仕上げ工については、公園緑地編３－７－14 石材系舗装工の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、乱形平石張の施工については、石材に加工を加えながら、石相 互のなじみ、高さをそろえて目地入れ作業を行い、仕上げなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、方形平石張の施工については、石材に加工を加えながら、石相 互のなじみ、高さをそろえ、目地幅は整形とし、目地入れ作業を行い仕上げ なければならない。  
第第第第 14141414 節節節節    公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工    ３－３－３－３－14141414－１－１－１－１        公園施設撤去工公園施設撤去工公園施設撤去工公園施設撤去工    公園施設撤去工については、公園緑地編１－10－２公園施設撤去工の規定によ る。 ３－３－３－３－14141414－２－２－２－２        移設工移設工移設工移設工    移植工の施工については、公園緑地編１－10－３移設工の規定による。 ３－３－３－３－14141414－３－３－３－３        伐採工伐採工伐採工伐採工    伐採工の施工については、公園緑地編１－10－４伐採工の規定による。 
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第 11 編 公園緑地編 第３章 施設整備      ３－３－３－３－14141414－４－４－４－４        発生材再利用工発生材再利用工発生材再利用工発生材再利用工    発生材再利用工の施工については、公園緑地編１－10－５発生材再利用工の規 定による。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   
第４第４第４第４章章章章    グラウンド・コ－ト整備グラウンド・コ－ト整備グラウンド・コ－ト整備グラウンド・コ－ト整備     

第１節第１節第１節第１節    適用適用適用適用    １．１．１．１．本章は、野球場、陸上競技場、サッカ－場、ラグビ－場、テニスコ－ト、 バスケットボ－ル場、バレ－ボ－ル場、ゲ－トボ－ル場などの運動施設にお ける、グラウンド・コ－ト舗装工、スタンド整備工、グラウンド・コ－ト施 設整備工、構造物撤去工、公園施設等撤去・移設工、仮設工その他これらに 類する工種について適用する｡ ２．２．２．２．各競技連盟の公認を必要とする施設については、その団体が定める競技規 則による。 ３．３．３．３．構造物撤去工は第３編２－９構造物撤去工の規定による。 ４．４．４．４．仮設工は、第３編２－10 仮設工の規定による。 ５．５．５．５．本章に特に定めのない事項については、第１編共通編、第３編土木工事共 通編の規定による。  
第２節第２節第２節第２節    適用すべき諸基準適用すべき諸基準適用すべき諸基準適用すべき諸基準    受注者は、設計図書設計図書設計図書設計図書において特に定めのない事項については、下記の基準類に による。これにより難い場合は、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 なお、基準類と設計図書設計図書設計図書設計図書に相違がある場合は、原則として設計図書設計図書設計図書設計図書の規定に従 うものとし、疑義がある場合は監督職員と協議協議協議協議しなければならない。  日本公園緑地協会 都市公園技術標準解説書（平成 25 年度版）（平成 25 年 6 月） 日本道路協会 道路土工要綱               （平成 21 年 6 月） 日本道路協会 アスファルト舗装工事共通仕様書同解説   （平成 4 年 12 月） 日本道路協会 道路土工－擁壁工指針           （平成 24 年 7 月） 日本道路協会 道路土工－カルバ－ト工指針        （平成 22 年 3 月） 日本道路協会 道路土工－仮設構造物工指針        （平成 11 年 3 月） 日本道路協会 舗装再生便覧               （平成 22 年 11 月） 日本道路協会 舗装調査・試験法便覧           （平成 19 年 6 月） 日本道路協会 舗装施工便覧               （平成 18 年 2 月） 日本道路協会 アスファルト混合所便覧（平成 8 年度版）   （平成 8 年 10 月） 土木学会   コンクリ－ト標準示方書（設計編）     （平成 25 年 3 月） 土木学会   コンクリ－ト標準示方書（施工編）     （平成 25 年 3 月） 土木学会   コンクリ－トのポンプ施工指針       （平成 24 年 6 月） 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   国土交通省  アルカリ骨材反応抑制対策について   （平成 14 年 7 月 31 日） 建設省  コンクリ－ト中の塩化物総量規制について     （昭和 61 年 6 月） 全日本建設技術協会 土木構造物標準設計 第２巻      （平成 12 年 9 月） 日本体育施設協会 屋外体育施設の建設指針 平成 24 年改訂版  （平成 24 年） 日本テニス協会  テニスコ－トの建設マニュアル     （平成 7 年 11 月）  
第３節グラウンド・コ－ト舗装工第３節グラウンド・コ－ト舗装工第３節グラウンド・コ－ト舗装工第３節グラウンド・コ－ト舗装工    ４－３－１４－３－１４－３－１４－３－１    一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、グラウンド・コ－ト舗装工として舗装準備工、グラウンド・コ－ ト用舗装工、グラウンド・コ－ト縁石工その他これらに類する工種について 定める。 ２．２．２．２．受注者は、グラウンド・コ－ト舗装工の施工については、敷地の状況、公 園施設との取合いを考慮し、正確に位置出しをしなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、表面排水勾配の設定については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、こ れにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならな い。 ４．４．４．４．グランド・コ－ト舗装工の路盤、基層及び表層の施工については、以下の 各号の規定による。 （１）受注者は、転圧については、周辺の低い方から始め、高い中央部で仕上 げ、縦方向、横方向交互に行わなければならない。 （２）受注者は、転圧については、開始から仕上げまで連続して行い、前に転 圧した幅の１／２以上重ねて行わなければならない。 （３）受注者は、散水については、淡水を用いるものとし、泥水を使用しては ならない。 （４）受注者は、工作物の取付け部及び路側付近で、大型機械による転圧が困 難な箇所については、小型転圧機で施工しなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、路盤の施工については、路床面または下層路盤面に異常を発見 したときは、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ６．６．６．６．受注者は、路盤の施工前に、路床面の浮石、有害物を除去しなければなら ない。 ４－３－２４－３－２４－３－２４－３－２        材料材料材料材料    １．１．１．１．グラウンド・コ－ト舗装工で使用する以下の材料については、第３編２－ ６－３アスファルト舗装の材料、公園緑地編２－６－４コンクリ－ト舗装の 材料の規格に適合するものとする。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   （１）上層・下層路盤の骨材 （２）アスファルト乳剤、 基層に使用するアスファルト混合物 （３）基層に使用するコンクリ－トの強度 ２．２．２．２．グラウンド・コ－ト舗装工に使用する以下の材料については、設計設計設計設計図書図書図書図書に よらなければならない。 （１）粒状路盤材、粒度調整路盤材、基層に使用するアスファルト及びアスフ ァルト混合物の種類 （２）基層に用いるコンクリ－トの種類 （３）表層安定剤の種類 （４）クレ－舗装に使用する土の種類と品質 （５）アンツ－カ－舗装に使用するアンツ－カ－（焼成土）の品質 （６）天然芝舗装に使用する芝の種類と基盤となる土の種類、土壌改良材及び 肥料の種類と品質 （７）人工芝舗装に使用する人工芝の種類と品質 （８）全天候型舗装に使用する表層材の種類と品質 （９）グラウンド・コ－ト縁石工に使用するコンクリ－ト縁石、舗装止め、見 切材（仕切材）、内圏縁石の種類と品質 ３．３．３．３．路盤材に使用する火山砂利（軽石）については、粒径 40 ㎜以下で、多孔性 物質で透水性に富み、極端に扁平及び細長い形状のもの、有害物を含まない ものとする。 ４．４．４．４．砂については、きょう雑物を含まない天然砂とする。 ５．５．５．５．石灰岩ダストについては、粒径 2．5 ㎜以下で、きょう雑物を含まないもの とする。 ６．６．６．６．良質土については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとする。また、黒土（黒色でほぐ れた火山灰土壌）、赤土（赤色の火山灰土壌）または、真砂土（花崗岩の風化 土）とし、不純物を含まない均質なものとする。 ７．７．７．７．受注者は、以下の材料の試料及び試験結果について、施工前に監督職員の 承諾承諾承諾承諾を得なければならない。ただし、実績がある場合で、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す基 準を満足することが明らかであり、監督職員が承諾承諾承諾承諾した場合は、受注者は、 試料及び試験結果の提出提出提出提出を省略することができるものとする。 （１）粒状路盤材及び粒度調整路盤材 （２）基層に使用する骨材 ８．８．８．８．受注者は、施工前に使用する以下の材料について、品質を証明する資料を 作成し、監督職員に承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   （１）火山砂利 （２）基層に使用するアスファルト （３）再生用添加剤 （４）プライムコ－ト及びタックコ－トに使用する瀝青材料 （５）人工芝舗装の表層に使用する人工芝 （６）全天候舗装の表層に使用する表層材 なお、承諾承諾承諾承諾を得た瀝青材料であっても、製造後 60 日を経過した材料を 使用してはならない。 ９．９．９．９．受注者は、グラウンド・コ－ト舗装工に使用する材料のうち、試験が伴う 材料については、舗装試験舗装試験舗装試験舗装試験法法法法便覧便覧便覧便覧の規定によるものとし、試験を実施しなけ ればならない。ただし、小規模工事については、実績や定期試験で得られて いる基準密度の試験結果を提出提出提出提出し、監督職員が承諾承諾承諾承諾した場合には基準密度の 試験を省略することができるものとする。 10101010．．．．グラウンド・コ－ト舗装工において、使用する全天候型表層材の物性値に ついては、以下の表によるものとする。                               
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備                     11111111．．．．受注者はグラウンド・コ－ト縁石工に使用するコンクリ－トブロックにつ いては、JIS A 5373（プレキャストプレストレストコンクリ－ト製品）の歩 車道境界ブロック、地先境界ブロックまたは、同等品以上の品質を有するも のとする。また、コンクリ－トブロック以外の材料については設計図書設計図書設計図書設計図書によ らなければならない。 12121212．．．．見切材（仕切材）については、公園緑地編３－７－16 園路縁石工の規定に よる。 13131313．．．．公認陸上競技場で使用する内圏縁石については、財団法人日本陸上競技連 盟の認定を受けたものとする。 14141414．．．．コンクリ－ト二次製品については、第２編２－７－２セメントコンクリ－ ト製品の規定による。 15151515．．．．受注者は、使用する機能及び意匠に関わる材料については、施工前に、仕 上がり見本品及び品質を証明する資料を作成し、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なけれ ばならない。 ４－３－３４－３－３４－３－３４－３－３        舗装舗装舗装舗装準備工準備工準備工準備工    舗装準備工の施工については、第３編２－６－５舗装準備工の規定による。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   ４－３－４４－３－４４－３－４４－３－４        グラウングラウングラウングラウンド・コ－ト用ド・コ－ト用ド・コ－ト用ド・コ－ト用舗装舗装舗装舗装工工工工    １．１．１．１．下層路盤、上層路盤及び基層の施工については、第３編２－６一般舗装工 の規定による。 ２．２．２．２．中層の施工については、 以下の各号の規定による。 なお、中層は、クッション効果と、透水・保水効果をもち、表層が受け る衝撃を受け止め、表層から浸透してきた水を速やかに排水する一方、水分 を保って表層が乾燥した場合に毛細管現象で水分を補給する層のこととする。 （１）受注者は、火山砂利の敷均しについては、材料の分離に注意しながら、 １層の仕上がり厚さで 15 ㎝を越えないように均一に敷均さなければなら ない。 （２）受注者は、火山砂利の締固めについては、修正ＣＢＲ試験によって求め た最適含水比で、合格判定値を満足するように締固めなければならない。 ただし、路床の状態、使用材料の性状によりこれにより難い場合は、設設設設    計図書計図書計図書計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 （３）受注者は、中層の打継ぎを行う場合は、前日に施工した締固め路盤面の 終端部をかき起こしてから当日の作業を行わなければならない。 ３．３．３．３．舗装材料の各材料の混合については、以下の各号の規定による。 （１）混合機種については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これに示されていない 場合は、混合面積及び現場との取合いを考慮して機種を選定しなければな らない。 （２）受注者は、舗装材料の混合を行う場合、１層の仕上がり厚さが 20 ㎝を越 えないように混合しなければならない。 （３）受注者は、混合については、混合土砂のバランスをとりながら、縦方向、 横方向交互に耕耘し、均質に仕上げなければならない。また、耕耘回数は １層につき３回以上行わなければならない。 （４）受注者は、混合については、開始から仕上げまで連続して施工し、混合 幅の 1/3 以上重ねなければならない。 （５）受注者は、混合については、路床、路盤の先行層面に損傷を与えないよ うに注意して施工しなければならない。 ４．４．４．４．クレ－舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、表層については、均一に敷均し、散水、転圧及び不陸整正を 繰り返し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さ及び厚さに仕上げなければならない。 （２）受注者は、仕上がり面に土塊が残らないように、十分かきならさなけれ 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   ばならない。 （３）受注者は、表層仕上がり厚さが 30 ㎜以下の場合は、路床または下層土面 をレ－キで浅くかきならし、なじみよくしたうえで敷均し、転圧を行わな ければならない。      （４）受注者は、化粧砂は厚さが３㎜程度に均一に敷均し、転圧とブラッシン グを繰り返して仕上げなければならない。 （５）受注者は、表層安定剤については、塩化マグネシウムまたは塩化カルシ ウムとし、表層安定剤の所定量（100ｍ 2当たり 120 ㎏）を均一に散布し、 転圧しなければならない。 ５．５．５．５．アンツ－カ－舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、アンツ－カ－については、均一に敷均し、散水、転圧及び不 陸整正を繰り返し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さ及び厚さに仕上げなければならな い。 （２）受注者は、表層仕上がり厚さが 30 ㎜以下の場合は、路床または下層土面 をレ－キで浅くかき均し、なじみよくしたうえで敷均し、転圧を行わなけ ればならない。 （３）受注者は、表層安定剤の所定量（100ｍ 2当たり 120 ㎏）を均一に散布し、 転圧しなければならない。 ６．６．６．６．天然芝舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、下層がある場合は、先行層面に損傷を与えないよう基盤とな る客土層を運搬、敷均し転圧し、設計設計設計設計図書図書図書図書に示す高さ及び厚さに仕上げな ければならない。 （２）基盤となる客土層の土壌改良の施工については、公園緑地編１－５－４ 土層改良工、公園緑地編１－５－５土性改良工の規定によるものとする。 （３）天然芝の芝張り施工については、公園緑地編２－３－６地被類植栽工の 規定によるものとする。 ７．７．７．７．人工芝舗装の施工については、以下の各号の規定による。 （１）受注者は、基層を十分養生し、その仕上がりを確認確認確認確認してから表層の施工 にはいらなければならない。表層表面にロ－ラ－マ－クや不陸、または欠 陥部分が認められる場合は、平坦になるように修正しなければならない。 （２）受注者は、基層表面の土砂、塵埃は完全に除去し、油分が認められる場 合は、希塩酸または中性洗剤を用いてブラシ、ケレンで除去し、清掃後水 洗いしなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   （３）受注者は、ラインの施工については、施工前にコ－ト面に作図を行い、 競技規則との適合を確認確認確認確認し、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なけれ ばならない。 （４）受注者は、ラインの施工については、型定規を用いてアクリル樹脂系塗 料をむらなく吹付けるか、または、ライン幅に人工芝をカットし、白色人 工芝のライン用成形品を埋込み、継目は接着テ－プまたは、接着剤で全面 接合しなければならない。 （５）受注者は、砂入り人工芝の施工については、ライン芝埋込み後、専用砂 散布機（サンド・スプレッダ－）を用い均一に散布し、ブラッシングを繰 り返しながら硅砂を設計図書設計図書設計図書設計図書に示す高さ及び厚さに充填しなければならな い。 （６）受注者は、施工中、施工後とも火気及び油脂類を持ち込んではならない。 ８．８．８．８．全天候型舗装のアスファルト乳剤系表層材の施工については、以下の各号 の規定による。 （１）受注者は、レベリング層の施工については、施工前に基層面の不陸検査 のために水をまき、水たまり部分のマ－クをし、マスチックを用いて塗布 乾燥後縦方向及び横方向の転圧を繰り返し、不陸を修正しなければならな い。 （２）受注者は、マスチック層の施工については、混合物が均一になるよう通 常横型のプラスタ－ミキサを用いて攪拌しなければならない。攪拌した混 合物は、ゴムレ－キを使用して均一な層となるよう薄く塗りつけなければ ならない。また、塗り重ねる場合は、前施工のレ－キ塗り方向に直角方向 でなければならない。なお、ミキサでの混合時間は、均一な混合物を得る のに必要な時間とする。 （３）受注者は、トップ層の施工については、均一に攪拌した混合物を、ゴム レ－キを使用し均一な層となるよう薄く塗りつけなければならない。 （４）受注者は、ライン塗りの施工については、ライン用塗料は完全に乾燥硬 化したトップ層の上に毛質ハケを使用して塗布しなければならない。 （５）受注者は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員が承諾承諾承諾承諾した場合を除き、気温７℃ 以下の場合、あるいは、シ－リングした材料の乾燥硬化前降雨雪凍結のお それのある場合は施工してはならない。 ９．９．９．９．全天候型舗装のアスファルト弾性混合物系表層材の施工については、以下 の各号の規定による。 （１）受注者は、アスファルト弾性混合物系表層材のアスファルト量及び弾性 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   粒材量の決定については、配合設計を行い、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければ ならない。ただし、小規模工事においては、これまでの実績または定期試 験による試験結果を提出提出提出提出し、監督職員が承諾承諾承諾承諾した場合には、配合設計を省 略できるものとする。 （２）受注者は、アスファルト弾性混合物の混合作業については、バッチ式の プラントを用いる場合は、弾性粒材はアスファルト混合物に比して比重が 小さいため、１バッチの混合量（質量）はプラントの公称能力の 60～70％ としなければならない。なお、ミキサでの混合時間は、比重の異なる材料 が分離しないよう設定し、均一な混合物を得るのに必要な時間とする。 （３）受注者は、アスファルト弾性混合物の運搬時の温度低下を防ぐために運 搬中はシ－ト類で覆わなければならない。 （４）受注者は、アスファルト弾性混合物の舗設作業を設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督 職員が承諾承諾承諾承諾した場合を除き、気温５℃以下のときに施工してはならない。 また、雨が降り出した場合、敷均し作業を中止し、すでに敷均した箇所 の混合物をすみやかに締固めて仕上げなければならない。 （５）受注者は、アスファルト弾性混合物の敷均しについては、敷均し機械は施工条    件に合った機種を選定するものとし、平坦になるように施工しなければならない。  （６）受注者は、機械仕上げが不可能な箇所の施工については、人力施工とし なければならない。 （７）受注者は、アスファルト弾性混合物の締固めについては、締固め機械は 施工条件に合った機種を選定し、平坦になるように施工しなければならな い。 （８）受注者は、アスファルト弾性混合物の敷均した後、合格判定値を満足す るように締固めなければならない。 （９）受注者は、アスファルト弾性混合物について大型機械による締固めが不 可能な箇所は、小型機械及び人力で締固めなければならない。 10101010．．．．全天候型舗装のアクリル樹脂系表層材の施工については、以下の各号の規 定による。 （１）受注者は、レベリング層の施工については、施工前に基層面の不陸検査 のために水をまき、水溜まり部分のマ－クを行わなければならない。 （２）受注者は、基層面の不陸部分をアスファルト乳剤系の修正材を用い、事 前に不陸を修正しなければならない。 （３）受注者は、アクリル樹脂系表層材の仕様に従って、塗布材を適当な粘度 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   になるまで水を加えて十分に攪拌しなければならない。 （４）受注者は、塗布材の施工については、ゴムレ－キを使用し均一な層とな るよう薄く塗りつけなければならない。塗りむらの凸部は塗布層毎に研磨 修正を行い、各層毎十分乾燥させたうえで次層の塗布を行わなければなら ない。 （５）受注者は、アクリル樹脂系表層の塗布作業を設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員 が承諾承諾承諾承諾した場合を除き、気温５℃以下、または基層表面の温度が 60℃以上 の場合に施工してはならない。 11111111．．．．全天候型舗装のポリウレタン系表層材の施工については、以下の各号の規 定による。      （１）受注者は、基層を十分養生し、その仕上がりを確認確認確認確認してから表層の施工 にはいらなければならない。基層表面にロ－ラ－マ－クや不陸、または欠 陥部分が認められる場合は、ポリマ－セメントペ－スト、樹脂モルタルを 充填した後、プライマ－処理を行い、平坦になるよう施工しなければなら ない。 （２）受注者は、ウレタンベ－ス層の施工については、施工前に基層とベ－ス 層を密着、一体化させるとともに、基層からの湿気上昇を防ぐため、プラ イマ－をゴムレ－キを使用し全面均一に塗布しなければならない。 （３）受注者は、ウレタンベ－ス層の施工については、必要時間混合・攪拌さ れたウレタン混合材を切れ目なく均一な厚さとなるよう、ゴムレ－キを使 用し平滑に敷均さなければならない。 （４）受注者は、ウレタンベ－ス層硬化後にベ－ス層と上塗り層を密着一体化 させるため、特殊プライマ－材を均一に散布しなければならない。 （５）受注者は、特殊プライマ－施工後、ウレタンベ－ス層に順次ウレタン上 塗り材を切れ目なく均一な厚さとなるよう、ゴムレ－キを使用し平滑に塗 布し、トッピング仕上げの場合は、塗布後直ちにトッピング材（上塗り材 と同色同質材の弾性チップ材）を過剰に散布し、１～２日後に過剰のトッ ピング材を除去しなければならない。また、トップコ－ト仕上げの場合は、 特殊トップコ－ト材を均一に散布し敷均さなければならない。 （６）受注者は、ポリウレタン系表層の舗設作業を設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員 が承諾承諾承諾承諾した場合を除き、気温 10℃以下、または各工程毎に完全硬化が得ら れないうちに降雨が予測される場合に施工してはならない。 （７）受注者は、地下水や雨水により、表層のふくれが生じやすい場所に舗設 する場合は、暗渠といった止水効果のあるものを設置し、エア抜きアンダ 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   －ドレ－ンパイプ、脱気盤を設置しなければならない。 12121212．．．．全天候型舗装の透水型表層材の施工については、以下の各号の規定による （１）受注者は、基層（透水性アスファルト舗装）表面の土砂、塵埃は完全に 除去し、油分が認められる場合は、希塩酸または中性洗剤を用いてブラシ、 ケレンで除去し、清掃後水洗いしなければならない。 （２）受注者は、基層表面にロ－ラ－マ－クや不陸、または欠陥部分が認めら れる場合は、透水性のレベリング材を用い、平坦になるように施工しなけ ればならない。 （３）受注者は、ゴムチップ弾性層の施工については、施工前に基層とゴムチ ップ弾性層を密着させるために、プライマ－を全面均一に塗布しなければ ならない。 なお、プライマ－は透水性を損なわないものを使用するものとする。 （４）受注者は、ゴムチップ弾性層材の敷均しについては、厚さが均一でかつ 平坦になるよう施工しなければならない。 （５）受注者は、機械仕上げが不可能な場所の施工については、人力施工とし なければならない。 （６）受注者は、ゴムチップ弾性層の締固めについては、 締固め機械は施工条 件に合った機種のロ－ラを選定しなければならない。 （７）受注者は、ゴムチップ弾性層の敷均した後、合格判定値を満足するよう に締固めなければならない。 （８）受注者は、ゴムチップ弾性層の大型機械による締固めが不可能な箇所に ついては、小型機械及び人力で締固めなければならない。 （９）受注者は、ゴムチップ弾性層の舗設後トップコ－ト塗布作業まで、１週 間の養生期間をおかなければならない。 （10）受注者は、トップコ－ト塗布については、施工前にゴムチップ弾性層表 面の土砂、塵埃は完全に除去しなければならない。 （11）受注者は、ゴムチップ弾性層とトップコ－ト層を密着させるため、プラ イマ－を全面均一に塗布しなければならない。なお、プライマ－は透水性 を損なわないものを使用するものとする。     （12）受注者は、プライマ－施工後、トップコ－ト材を切れ目なく均一な厚さ       となるようにゴムレ－キを使用し、平滑に塗布しなければならない。また、 トップコ－ト塗布の１回目と２回目の塗布間隔については、４時間以上の 間隔をとり、24 時間以内に２回目の塗布を行わなければならない。 （13）受注者は、透水型表層の舗設作業を設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員が承諾承諾承諾承諾し 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備  た場合を除き、気温５℃以下、または、各工程毎に完全硬化が得られないう ちに降雨が予測される場合に施工してはならない。 13131313．．．．グラウンド･コ－ト砂舗装については、公園緑地編３－７－10 土系舗装工 の砂舗装の規定による。 14141414．．．．グラウンド・コ－トダスト舗装については、公園緑地編３－７－10 土系舗 装工の石灰岩ダスト舗装の規定による。 ４－３－５４－３－５４－３－５４－３－５        グラウンド・コ－トグラウンド・コ－トグラウンド・コ－トグラウンド・コ－ト縁縁縁縁石工石工石工石工    １．１．１．１．コンクリ－ト縁石、舗装止めの施工については、第３編２－３－５縁石工 の規定による。 ２．２．２．２．見切材（仕切材）の施工については、公園緑地編３－７－16 園路縁石工の 規定による。 ３．３．３．３．内圏縁石の施工については、以下の各号の規定による。 （１）基礎材及び均しコンクリ－トの施工については、公園緑地編３－７－16 園路縁石工の規定による。 （２）基礎コンクリ－トの施工については、第１編第３章無筋・鉄筋コンクリ －トの規定による。 （３）受注者は、構造物の完成後の埋戻しを行う場合は、第３編２－３－３作 業土工の規定による。 （４）受注者は、内圏縁石の据付けについては、公認種別毎に定められた位置 に、距離の公差以内となるように施工しなければならない。  
第４節第４節第４節第４節    スタンド整備工スタンド整備工スタンド整備工スタンド整備工    ４－４－１４－４－１４－４－１４－４－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、スタンド整備工としてスタンド擁壁工、ベンチ工、スタンド施設 修繕工その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．床掘り、埋戻しを行う場合は、第３編２－３－３作業土工の規定による。 ３．３．３．３．基礎材及び均しコンクリ－トの施工については、公園緑地編３－３－４貯 水施設工の規定による。 ４．４．４．４．コンクリ－トの施工については、第 1 編第 3 章無筋・鉄筋コンクリ－トの 規定による。 ５．５．５．５．受注者は、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す木材の寸法については、製材においては仕上が り寸法とし、素材については設計図書設計図書設計図書設計図書に明示する場合を除き末口寸法としな ければならない。 ６．６．６．６．受注者は、スタンド整備工の施工については、敷地の状況、公園施設との 取合いを考慮し、正確に位置出しをしなければならない。
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備  ４－４－２４－４－２４－４－２４－４－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．鋼材は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質を有する ものとする。 JIS B 1180 （六角ボルト） JIS B 1181 （六角ナット） JIS B 1186 （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット） JIS B 1256 （平座金） JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材） JIS G 3201 （炭素鋼鍛鋼品） JIS G 3350 （一般構造用軽量形鋼） JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼鋼管） JIS G 3452 （配管用炭素鋼鋼管） JIS G 3466 （一般構造用角形鋼管） JIS G 4304 （熱間圧延ステンレス鋼板 SUS304） JIS G 4305 （冷間圧延ステンレス鋼板 SUS304） JIS G 5101 （炭素鋼鋳鋼品） JIS G 5501 （ねずみ鋳鉄品） JIS G 5502 （球状黒鉛鋳鉄品） JIS H 4000 （アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条） JIS H 4100 （アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材） ２．２．２．２．木材については、第２編２－４－１一般事項、３－９－２材料の規定によ る。 ３３３３．．．．合成樹脂製品は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質を有す るものとする。 JIS K 6741 （硬質塩化ビニル管） JIS K 6745 （プラスチック－硬質ポリ塩化ビニルシ－ト－タイプ、  寸法及び特性－第１部：厚さ１mm 以上の板） JIS K 6919 （繊維強化プラスチック用液状不飽和ポリエステル樹脂） JIS R 3412 （ガラスロ－ビング） ４．４．４．４．塗料は JIS の規格に適合するものとし、また、希釈剤は塗料と同一製造所 の製品を使用するものとする。 ５．５．５．５．さび止め塗料は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質 を有するものとする。 JIS K 5621 （一般用さび止めペイント） JIS K 5622 （鉛丹さび止めペイント） JIS K 5623 （亜鉛化鉛さび止めペイント）
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備  JIS K 5624 （塩基性クロム酸鉛さび止めペイント） JIS K 5625 （シアナミド鉛さび止めペイント） JIS K 5627 （ジンクロメ－トさび止めペイント） JIS K 5628 （鉛丹ジンクロメ－トさび止めペイント） JIS K 5629 （鉛酸カルシウムさび止めペイント） JIS H 8610 （電気亜鉛めっき）  ６．６．６．６．プレキャストＬ型擁壁、プレキャスト逆Ｔ型擁壁は、第２編２－７－２セ メントコンクリ－ト製品の規定による。 ７．７．７．７．製品は、原則として製作所の商標記号、製造年月を刻印したものを使用す るものとする ４－４－３４－４－３４－４－３４－４－３        ススススタタタタンド擁壁工ンド擁壁工ンド擁壁工ンド擁壁工    １．１．１．１．受注者は、スタンド擁壁工の施工にあたっては、「道路土工－擁壁工指針２「道路土工－擁壁工指針２「道路土工－擁壁工指針２「道路土工－擁壁工指針２    －５・３－４施工一般」（日本道路協会、平成－５・３－４施工一般」（日本道路協会、平成－５・３－４施工一般」（日本道路協会、平成－５・３－４施工一般」（日本道路協会、平成 24242424 年年年年 7777 月）月）月）月）及び「土木構造物「土木構造物「土木構造物「土木構造物        標準設計第２巻解説書４．標準設計第２巻解説書４．標準設計第２巻解説書４．標準設計第２巻解説書４．    ３施工上の注意事項」（全日本建設技術協会、平３施工上の注意事項」（全日本建設技術協会、平３施工上の注意事項」（全日本建設技術協会、平３施工上の注意事項」（全日本建設技術協会、平    成成成成 12121212 年年年年 9999 月）月）月）月）の規定による。これにより難い場合は、監督職員の承諾承諾承諾承諾を得な ければならない。 ２．２．２．２．受注者は、プレキャストＬ型擁壁、プレキャスト逆Ｔ型擁壁の施工については、基 礎との密着をはかり、接合面が食い違わないように施工しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、目地板の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、プレキャストＬ型擁壁、プレキャスト逆Ｔ型擁壁の目地施工については、 設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、付着・水密性を保つように施工しなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、水抜管の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、コンクリ－ト打設 後、水抜管の有効性を確認確認確認確認しなければならない｡ ６．６．６．６．受注者は、吸い出し防止材の施工については、水抜管からスタンド擁壁背面の土が 流出しないように施工しなければならない。 ７．７．７．７．受注者は、プレキャスト擁壁の施工については、現地の状況により、設計図書設計図書設計図書設計図書に示 された構造により難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならな い。 ８．８．８．８．コンクリ－ト面の塗装については、第３編２－３－11コンクリ－ト面塗装工及び 公園緑地編３－13－３塗装仕上げ工の規定による。     ４－４－４４－４－４４－４－４４－４－４        ベベベベンチ工ンチ工ンチ工ンチ工    １．１．１．１．受注者は、ベンチの施工については、ベンチ本体をコンクリ－ト基礎または、ベン チ脚部にボルトで取付けるものについては、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、アンカ－ボル ト及びその付属品金物を設置しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、ベンチ腰板については、水平に取付け、ベンチ前面の足元地盤に停滞水 が生じないように施工しなければならない。  
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備  ３．３．３．３．受注者は、ベンチの据付けについては、部材に損傷や衝撃を与えないようにしなけ ればならない。 ４．４．４．４．受注者は、木製腰板のボルト埋木については、割れ、ひびがない腰板と同じ材質の 材料を使用し、接着剤を塗布し、隙間のないように打込み、表面は平滑に仕上げなければならない。 ５．５．５．５．塗装については、公園緑地編３－13－３塗装仕上げ工の規定による。  ４－４－５４－４－５４－４－５４－４－５    ススススタタタタンド施設修繕工ンド施設修繕工ンド施設修繕工ンド施設修繕工    スタンド施設修繕の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより難 い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。  
第５節第５節第５節第５節    グラウンド・コ－ト施設整備工グラウンド・コ－ト施設整備工グラウンド・コ－ト施設整備工グラウンド・コ－ト施設整備工    ４－５－１４－５－１４－５－１４－５－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、グラウンド・コ－ト施設整備工として、ダッグアウト工、スコア －ボ－ド工、バックネット工、競技施設工、スポ－ツポイント工、審判台工、 掲揚ポ－ル工、衝撃吸収材工、グラウンド・コ－ト柵工、グラウンド・コ－ ト施設修繕工その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、基礎材及び均しコンクリ－トの施工については、公園緑地編３ －３－４貯水施設工の規定による。 ３．３．３．３．コンクリ－トの施工については、第１編第３章無筋・鉄筋コンクリ－トの 規定による。 ４．４．４．４．受注者は、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す木材の寸法については、製材においては仕上が り寸法とし、素材については設計図書設計図書設計図書設計図書に明示する場合を除き末口寸法としな ければならない。 ５．５．５．５．受注者は、スタンド整備工の施工については、敷地の状況、公園施設との 取合いを考慮し、また、公認施設については競技規則等に示される寸法なら びに距離の公差に従い、正確に位置出しをしなければならない。 ４－５－２４－５－２４－５－２４－５－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．鋼材は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質を有する ものとする。 JIS B 1180 （六角ボルト） JIS B 1181 （六角ナット） JIS B 1186 （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット） JIS B 1256 （平座金） JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材） JIS G 3106 （溶接構造用圧延鋼材）  
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備  JIS G 3112 （鉄筋コンクリ－ト用棒鋼） JIS G 3114 （溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材） JIS G 3125 （高耐候性圧延鋼材） JIS G 3201 （炭素鋼鍛鋼品） JIS G 3350 （一般構造用軽量形鋼） JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼鋼管） JIS G 3452 （配管用炭素鋼鋼管） JIS G 3466 （一般構造用角形鋼管） JIS G 4304 （熱間圧延ステンレス鋼板 SUS304） JIS G 4305 （冷間圧延ステンレス鋼板 SUS304） JIS G 5101 （炭素鋼鋳鋼品） JIS G 5501 （ねずみ鋳鉄品） JIS G 5502 （球状黒鉛鋳鉄品） JIS H 4000 （アルミニウム及びアルミニウム合金の板及び条） JIS H 4100 （アルミニウム及びアルミニウム合金の押出形材） ２．２．２．２．鉄線、ワイヤ－ロ－プ、鉄網材は、次の規格に適合したものまたは、これ と同等以上の品質を有するものとする。  JIS G 3525 （ワイヤロ－プ） JIS G 3532 （鉄線） JIS G 3542 （着色塗装亜鉛めっき鉄線） JIS G 3543 （合成樹脂被覆鉄線） JIS G 3551 （溶接金網及び鉄筋格子） JIS G 3552 （ひし形金網） JIS G 3553 （クリンプ金網） JIS G 3554 （きっ甲金網） JIS G 3555 （織金網） ３．３．３．３．木材は、有害な腐れ、割れの欠陥のないものとし、公園緑地編３－９－２ 材料によるものとする。 ４．４．４．４．木材の防腐処理は、JIS K 1571（木材保存剤の性能試験及び性能基準）及 び加圧処理用木材防蟻剤の室内防蟻効力試験方法及び性能基準（JWPS－TW） の合格基準に適合したものまたは、これと同等以上の品質を有するものとす る。 ５．５．５．５．合成樹脂製品は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質 を有するものとする。 JIS K 6741 （硬質塩化ビニル管） 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備  JIS K 6745 （プラスチック－硬質ポリ塩化ビニルシ－ト－タイプ、  寸法及び特性－第１部：厚さ１mm 以上の板） JIS K 6919 （繊維強化プラスチック用液状不飽和ポリエステル樹脂） JIS R 3412 （ガラスロ－ビング） ６．６．６．６．塗料は JIS の規格に適合するものとし、また、希釈剤は塗料と同一製造所 の製品を使用するものとする｡ ７．７．７．７．さび止め塗料は、次の規格に適合したものまたは、これと同等以上の品質 を有するものとする。 JIS K 5621 （一般用さび止めペイント） JIS K 5622 （鉛丹さび止めペイント） JIS K 5623 （亜鉛化鉛さび止めペイント） JIS K 5624 （塩基性クロク酸鉛さび止めペイント） JIS K 5625 （シアナミド鉛さび止めペイント） JIS K 5627 （ジンクロメ－トさび止めペイント） JIS K 5628 （鉛丹ジンクロメ－トさび止めペイント） JIS K 5629 （鉛酸カルシウムさび止めペイント） JIS H 8610 （電気亜鉛めっき） ８．８．８．８．バックネットの構成部材については、JIS A 6518（ネットフェンス構成部 材）によるものとし、材質、寸法は設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならない。 ９．９．９．９．砂場縁石の材質、規格及び砂の種類、規格については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらな ければならない。 10101010．．．．ラインマ－ク、ポイント杭で使用する材質、色、マ－クについては、設計設計設計設計    図書図書図書図書によらなければならない。 11111111．．．．衝撃吸収材の材質、規格寸法については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければならな い。 12121212．．．．グラウンド・コ－ト柵工の構成部材については、JIS A 6518（ネットフェ ンス構成部材）によるものとし、材質、寸法は設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければなら ない。 13131313．．．．グラウンド・コ－ト柵工の支柱に用いるコンクリ－ト柱については、プレ キャストコンクリ－ト製とし、表面は平滑で傷のないものとする。 14141414．．．．製品は、原則として製作所の商標記号、製造年月を刻印したものを使用す るものとする｡ ４－５－３４－５－３４－５－３４－５－３        ダダダダッグアウト工ッグアウト工ッグアウト工ッグアウト工    ダッグアウト基礎、ダッグアウト設置、ダッグアウト設備の施工については、 公園緑地編３－12－３四阿工の規定による。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   ４－５－４４－５－４４－５－４４－５－４        スコア－スコア－スコア－スコア－ボボボボ－ド工－ド工－ド工－ド工    スコアボ－ド基礎、スコアボ－ド設置、スコアボ－ド設備の施工については、 公園緑地編３－12－３四阿工の規定による。 ４－５－５４－５－５４－５－５４－５－５        バックネット工バックネット工バックネット工バックネット工    １．１．１．１．受注者は、バックネット基礎の施工については、杭打ち機により掘削する 場合は、掘削穴が扁心及び傾斜しないように注意して掘削を行わなければな らない。 ２．２．２．２．受注者は、掘削を行う場合については、地下埋設物に破損や障害を発生さ せないように施工しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、バックネット支柱の建込みについては、支柱の通り、支柱上端 のキャップの有無を確認確認確認確認後、支柱が傾斜しないように施工しなければならな い。 ４．４．４．４．受注者は、金網の施工については、たるみのないように取付けなければな らない。 ５．５．５．５．受注者は、アンカ－ボルトの設置については、アンカ－ボルトは、垂直と なるように設置しなければならない。 ６．６．６．６．受注者は、バックネット支柱の基礎コンクリ－トを箱抜きした状態で工事 を完了する場合は、箱抜き部分に中詰砂を入れてモルタルやシ－リング材で 仕上げなければならない。 ４－５－６４－５－６４－５－６４－５－６        競競競競技施設工技施設工技施設工技施設工    １．１．１．１．受注者は、ファ－ルポ－ルの設置については、ファ－ルポ－ルはファ－ル ライン上に直立させ、仕上げ地盤面から高さ、水平、ポ－ル上端のキャップ の有無、据付け強度に注意してねじれないように施工しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、ネットポストの設置については、ネットポストはサイドライン 中央部の外側に、サイドラインから同一の距離に直立させ、計画地盤面から 高さ、水平、ポスト上端のキャップの有無、据付け強度に注意してねじれの ないように施工しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、ポストのボルト、ナットまたは軸による接合部については、緩 み、抜け落ちがないように止めネジ、座金、割ピンを用いて十分締付けなけ ればならない。 ４．４．４．４．受注者は、ゴ－ルポストの設置については、ゴ－ルポストはゴ－ルライン 上に直立させ、計画地盤面からの高さ、水平、ポスト上端のキャップの有無、  据付け強度に注意してねじれのないように施工しなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   ５．５．５．５．受注者は、支柱台の施工については、支柱台の頂部が助走路計画地盤面と 同一面となるように仕上げなければならない。 ６．６．６．６．受注者は、使用するファ－ルポ－ル、ポスト、ゴ－ルポスト、スポ－ツサ －クル、跳躍箱、踏切板が JIS 製品以外の場合は、施工前に品質を証明する 資料を作成し、監督職員に提出提出提出提出しなければならない。 ７．７．７．７．受注者は、スポ－ツサ－クル、跳躍箱、踏切板の施工については、設計図設計図設計図設計図    書書書書によるものとし、これに示されていない場合は、製造所の仕様によるもの とする。 ８．８．８．８．受注者は、センタ－ガイドの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す位置に施工 しなければならない。 ９．９．９．９．受注者は、ピッチャ－プレ－トの施工については、ピッチャ－プレ－トは 規格品を使用し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す位置に水平に設置しなければならない。 10101010．．．．受注者は、ホ－ムベ－ス及び塁ベ－スの施工については、ホ－ムベ－ス及 び塁ベ－スは規格品を使用し、設計図書設計図書設計図書設計図書に示す位置に水平に設置しなければ ならない。 11111111．．．．受注者は、塁ベ－ス基礎の施工については、基礎材を均等に敷均し、十分 に突固めなければならない。 ４－５－７４－５－７４－５－７４－５－７        ススススポポポポ－－－－ツポイツポイツポイツポイント工ント工ント工ント工    受注者は、ラインマ－ク、ポイント杭、角石及び標示タイルの施工については、 設計図書設計図書設計図書設計図書に示す位置に計画地盤面と同一面となるよう据付け、設置後動かないよ うに施工しなければならない。 ４－５－８４－５－８４－５－８４－５－８        審判台審判台審判台審判台工工工工    受注者は、審判台の設置については、計画地盤面から高さ、水平に注意し、ね じれのないように施工しなければならない。 ４－５－９４－５－９４－５－９４－５－９        掲揚ポ掲揚ポ掲揚ポ掲揚ポ－ル工－ル工－ル工－ル工    掲揚ポ－ルの施工については、公園緑地編３－11－11 掲揚ポ－ル工の規定によ る。  ４－５－４－５－４－５－４－５－10 10 10 10     衝撃吸収衝撃吸収衝撃吸収衝撃吸収材工材工材工材工    １．１．１．１．受注者は、既設構造物表面に付着した塵埃、粉化物を除去しなければなら ない。 ２．２．２．２．受注者は、既設構造物表面に小穴、き裂または、突起物がある場合、穴埋 めやサンダ－処理を行い、表面を平滑にしなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、衝撃吸収材の設置については、既存構造物と一体になるよう施 工しなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編  第４章 グラウンド・コ－ト整備   ４－５－４－５－４－５－４－５－11 11 11 11     グラウンド・コ－ト柵工グラウンド・コ－ト柵工グラウンド・コ－ト柵工グラウンド・コ－ト柵工    １．１．１．１．受注者は、グラウンド・コ－ト柵工の基礎の施工については、杭打ち機に より掘削する場合は、掘削穴が扁心及び傾斜しないように注意して掘削を行 わなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、掘削を行う場合については、地下埋設物に破損や障害を発生さ せないように施工しなければならない。 ３．３．３．３．グラウンド・コ－ト柵工の支柱の建込みについては、以下の各号の規定に よる。 （１）受注者は、支柱の通り、支柱上端のキャップの有無を確認確認確認確認し、支柱が傾 斜しないように施工しなければならない。 （２）受注者は、付近の構造物に支障にならないようつとめなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、金網、防球ネットの施工については、たるみのないように取付 けなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、アンカ－ボルトの設置については、アンカ－ボルトは、垂直と なるように設置しなければならない。 ６．６．６．６．受注者は、グラウンド・コ－ト柵工の支柱の基礎コンクリ－トを箱抜きし た状態で工事を完了する場合は、箱抜き部分に中詰砂を入れてモルタル仕上 げをしなければならない。 ４－５－４－５－４－５－４－５－12 12 12 12     グラウングラウングラウングラウンド・コ－ト施設修繕工ド・コ－ト施設修繕工ド・コ－ト施設修繕工ド・コ－ト施設修繕工    グラウンド・コ－ト施設修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、 これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。  
第６節第６節第６節第６節    公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工    ４－６－１４－６－１４－６－１４－６－１        公園施設撤去工公園施設撤去工公園施設撤去工公園施設撤去工    公園施設撤去工については、公園緑地編１－10－２公園施設撤去工の規定によ る。 ４－６－２４－６－２４－６－２４－６－２        移設工移設工移設工移設工    移植工の施工については、公園緑地編１－10－３移設工の規定による。 ４－６－３４－６－３４－６－３４－６－３        伐採工伐採工伐採工伐採工    伐採工の施工については、公園緑地編１－10－４伐採工の規定による。 ４－６－４４－６－４４－６－４４－６－４        発生材発生材発生材発生材再利用工再利用工再利用工再利用工    発生材再利用工の施工については、公園緑地編１－10－５発生材再利用工の規 定による。  
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第５章第５章第５章第５章    自然育成自然育成自然育成自然育成     

第１節第１節第１節第１節    適用適用適用適用    １．１．１．１．本章は、公園緑地工事における自然育成施設工、自然育成植栽工、構造物 撤去工、公園施設等撤去・移設工、仮設工その他これらに類する工種につい て適用する｡ ２．２．２．２．構造物撤去工は第３編２－９構造物撤去工の規定による。 ３．３．３．３．仮設工は、第３編２－10 仮設工の規定による。 ４．４．４．４．本章に特に定めのない事項については、第１編共通編、第３編土木工事共 通編の規定による。  
第２節第２節第２節第２節    自然育成施設工自然育成施設工自然育成施設工自然育成施設工    ５－２－１５－２－１５－２－１５－２－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、自然育成施設工として自然育成盛土工、 自然水路工、水田工、ガ レ山工、粗朶山工、カントリ－ヘッジ工、石積土堰堤工、しがらみ柵工、自 然育成型護岸工、保護柵工、解説板工、自然育成施設修繕工、作業土工、自 然育成型護岸基礎工、沈床工、捨石工、かご工、元付工、牛・枠工、杭出し 水制工、その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、動植物の生育・生息空間を創出・復元するために行う自然育成 工法の趣旨及び設計意図を踏まえて施工しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、自然育成の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これに より難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ５－２－２５－２－２５－２－２５－２－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．受注者は、自然育成工で使用する材料の種類及び規格は、設計図書設計図書設計図書設計図書による ものとする。ただし、これにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と 協議協議協議協議しなければならない。    ２．２．２．２．受注者は、現地で材料を採取する場合については、材料について監督職員 の確認確認確認確認を受けなければならない。 ５－２－３５－２－３５－２－３５－２－３        自然育自然育自然育自然育成盛土工成盛土工成盛土工成盛土工    １．１．１．１．受注者は、自然育成盛土工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これに より難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、自然育成盛土の施工について、締固めは、必要最小限にとどめ、 目標とする生物の生育環境を理解して仕上げなければならない。 
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第 11 編 公園緑地編 第５章 自然育成   ５－２－４５－２－４５－２－４５－２－４        自然自然自然自然水路工水路工水路工水路工    １．１．１．１．受注者は、自然水路工については、自然に存在する水路の状態を再現する ために行う趣旨を踏まえて、施工しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、水路の防水を自然環境に近づけるために行うたたき粘土の施工 については、漏れがないよう緊密に叩いて仕上げなければならない。 ３．３．３．３．ごろた石積及び崩れ積の施工については、公園緑地編１－８－８石積工の 規定による。 ４．４．４．４．受注者は、砂、礫敷の施工については、自然型水路床の洗掘防止機能と、 生物の生育環境に配慮して施工しなければならない。 ５－２－５５－２－５５－２－５５－２－５        水水水水田田田田工工工工    １．１．１．１．受注者は、たたき粘土の施工については、公園緑地編５－２－４自然水路 工の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、水田土壌盛土の施工については、公園緑地編５－２－３自然育 成盛土の規定による。 ３．３．３．３．受注者は、流入口及び排出口の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなければ ならない。 ４．４．４．４．受注者は、角落し及び角落し受枠の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなけ ればならない。 ５－２－６５－２－６５－２－６５－２－６        ガガガガレレレレ山山山山工工工工    受注者は、ガレ（自然石、コンクリ－ト塊、管）を用いて動物や昆虫の生息空 間を創出するガレ山の施工については、目標とする生物の生息環境に必要な空隙 を設け、設計意図を理解して仕上げなければならない。 ５－２－７５－２－７５－２－７５－２－７        粗朶山粗朶山粗朶山粗朶山工工工工        受注者は、粗朶を用いて動物や昆虫の生息空間を創出する粗朶山の施工につい ては、目標とする生物の生育環境に必要な空隙を設け、設計意図を理解して仕上 げなければならない。 ５－２－８５－２－８５－２－８５－２－８        カントリ－カントリ－カントリ－カントリ－ヘヘヘヘッッッッジジジジ工工工工    受注者は、木の太枝を編んだ垣根につる性植物をからませて、動物や昆虫の生 育空間を創出するカントリ－ヘッジの施工については、つる性植物が絡めるよう 堅固に組立てるとともに、目標とする生物の生育環境に必要な空隙を設け、設計 意図を理解して仕上げなければならない。 ５－２－９５－２－９５－２－９５－２－９        石積土石積土石積土石積土堰堤堰堤堰堤堰堤工工工工    １．１．１．１．受注者は、土堰堤を石積で行い、動物や昆虫の生育の場を創出する石積土 堰堤の施工については、目標とする生物の生息環境に必要な空隙を設け、 
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第 11 編 公園緑地編 第５章 自然育成   設計意図を理解して仕上げなければならない。 ２．２．２．２．石積の施工については、公園緑地編１－８－８石積工の規定による。 ５－２－５－２－５－２－５－２－10 10 10 10     ししししがらみがらみがらみがらみ柵工柵工柵工柵工    受注者は、竹や木の枝を組んで法面の保護を行うしがらみ柵の施工については、 生物の生息環境に配慮し、法面が保全できるように堅固に仕上げなければならな い。 ５－２－５－２－５－２－５－２－11 11 11 11     自然育自然育自然育自然育成成成成型型型型護護護護岸岸岸岸工工工工    １．１．１．１．受注者は、護岸を自然環境に近い状態に整備する自然育成型護岸工の施工 については、工法及び設計意図を踏まえて施工しなければならない。 ２２２２．．．．自然育成型護岸工の施工については、第３編２－３－26 多自然型護岸工の 規定による。 ３．３．３．３．階段ブロック積及び魚巣ブロック積の施工については、第３編２－５－３ コンクリ－トブロック工の規定による。 ４４４４．種子散布、公園筋芝、公園市松芝の施工については、第３編２－14－２植 生工の規定による。 ５．５．５．５．覆土工の施工については、第１編第２章第３節河川土工・海岸土工・砂防 土工の規定による。 ６．６．６．６．かご工の施工については、第３編２－14－７かご工の規定による。 ５－２－５－２－５－２－５－２－12 12 12 12     保護柵工保護柵工保護柵工保護柵工    保護柵工の施工については、公園緑地編３－11－８柵工の規定による。 ５－２－５－２－５－２－５－２－13 13 13 13     解説板工解説板工解説板工解説板工    受注者は、解説板工の施工については、地盤高からの高さ、水平性に留意し、 ねじれのないように十分注意しなければならない。 ５－２－５－２－５－２－５－２－14 14 14 14     自然育自然育自然育自然育成施設修繕工成施設修繕工成施設修繕工成施設修繕工    自然育成施設修繕工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これにより 難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ５－２－５－２－５－２－５－２－15 15 15 15     作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）作業土工（床掘り・埋戻し）    作業土工の施工については、第３編２－３－３作業土工の規定による。 ５－２－５－２－５－２－５－２－16 16 16 16     自然育自然育自然育自然育成成成成型型型型護護護護岸岸岸岸基基基基礎礎礎礎工工工工    １．１．１．１．現場打基礎、プレキャスト基礎の施工については、第３編２－４－３基礎 工（護岸）の規定による。 ２．２．２．２．一本土台、片梯土台、梯子土台、止杭一本土台の施工については、第３編 ２－４－２土台基礎工の規定による。 
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第 11 編 公園緑地編 第５章 自然育成   ５－２－５－２－５－２－５－２－11117777        沈沈沈沈床工床工床工床工    沈床工の施工については、第３編２－３－18 沈床工の規定による。 ５－２－５－２－５－２－５－２－11118888        捨捨捨捨石工石工石工石工    １．１．１．１．捨石工の施工については、第３編２－３－19 捨石工の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、吸出し防止材の施工については、平滑に設置しなければならな い。 ５－２－５－２－５－２－５－２－19 19 19 19     かご工かご工かご工かご工    １．１．１．１．じゃかご及びふとんかごの施工については、第３編２－14－７かご工の規 定による。 ５－２－５－２－５－２－５－２－20202020    元元元元付工付工付工付工    １．１．１．１．元付工の施工については、第３編２－３－19 捨石工の規定による。 ２．２．２．２．受注者は、吸出し防止材の施工については、平滑に設置しなければならな い。 ５－２－５－２－５－２－５－２－21 21 21 21     牛牛牛牛・枠工・枠工・枠工・枠工    １．１．１．１．受注者は、水制工の施工については、予期しない障害となる工作物等が現 れた場合には、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議し、これを処理しなければ ならない。 ２．２．２．２．受注者は、水制工の施工にあたっては、河床変動を抑止する水制群中の各 水制の設置方法及び順序を選定し、施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書に記載しなければならない。 なお、設計図書設計図書設計図書設計図書において設置方法及び順序を指定した場合に係る河床変動 に対する処置については、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければなら ない。 ３．３．３．３．牛・枠工の施工については、第６編１－10－７牛・枠工の規定による。 ５－２－５－２－５－２－５－２－22 22 22 22     杭杭杭杭出し水出し水出し水出し水制制制制工工工工    杭出し水制工の施工については、第６編１－10－８杭出し水制工の規定による。  
第３節第３節第３節第３節    自然育成植栽工自然育成植栽工自然育成植栽工自然育成植栽工    ５－３－１５－３－１５－３－１５－３－１        一般事項一般事項一般事項一般事項    １．１．１．１．本節は、自然育成植栽工として、湿地育成工、水生植物植栽工、林地育成 工その他これらに類する工種について定める。 ２．２．２．２．受注者は、自然環境の創出・復元を目的とした自然育成植栽工の趣旨及び 設計意図を踏まえて施工しなければならない。 ５－３－２５－３－２５－３－２５－３－２        材材材材    料料料料    １．１．１．１．受注者は、使用する材料については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとする。また、 
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第 11 編 公園緑地編 第５章 自然育成   現場搬入後は、水を切らさないようにし、材料を重ねて圧迫したり、長期間 日光にさらして乾燥させたりしないよう注意しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、使用する材料については、みだりに天然ものを採取せず、採取 する場合は、法律で規制された区域で採取を行ってはならない。また、採取 場所については、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員の承諾承諾承諾承諾を得なければならない。 ３．３．３．３．水生植物の材料は、下記の事項に適合したもの、または同等以上の品質を 有するものとする。 （１）水生植物の材料の形状は設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、傷、腐れ、病害虫の ないもので、生育良好なものとする。 （２）茎葉及び根系が充実したものであって、着花類については花及びつぼみ の良好なものとする。 ５－３－３５－３－３５－３－３５－３－３        湿湿湿湿地移設工地移設工地移設工地移設工    受注者は、湿地移設工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、時期、工 法については、施工前に十分調査のうえ、施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書を作成し、監督職員に提出提出提出提出    しなければならない。 ５－３－４５－３－４５－３－４５－３－４        水生植物植栽工水生植物植栽工水生植物植栽工水生植物植栽工    受注者は、水性植物植栽工の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これ により難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ５－３－５５－３－５５－３－５５－３－５        林林林林地地地地育育育育成工成工成工成工    １．１．１．１．受注者は、林地育成工の施工については、残置する樹木及び周辺樹木を損 傷しないよう十分注意しなければならない。 ２．２．２．２．受注者は、間伐（択伐）及び皆伐の施工については、伐採の時期が設計図設計図設計図設計図    書書書書により難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。 ３．３．３．３．受注者は、除伐の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、対象となる 樹木を根元より伐採しなければならない。 ４．４．４．４．受注者は、切り株保護の施工については、萌芽枝を傷めないように切株の 周囲に生えている草やつるの除去を手刈りで行わなければならない。 ５．５．５．５．受注者は、株立整理の施工についは、一株あたり数本の丈夫な新枝を残し、 株の整理をしなければならない。 ６．６．６．６．受注者は、既存樹木の生育障害や景観上支障となるつる性植物のつる切り の施工については、つるを根元より切取らなければならない。 ７．７．７．７．受注者は、下刈りの施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、これによ     り難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。
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第 11 編 公園緑地編 第５章 自然育成   ８．８．８．８．受注者は、落葉かき及び林床整理の施工については、設計図書設計図書設計図書設計図書によらなけ ればならない。 ９．９．９．９．受注者は、殻運搬処理については、樹木の主枝を切断のうえ、運搬可能な 形状に揃え、建設発生木材として処分しなければならない。また、建設発生 木材を再利用する場合の処分方法については、設計図書設計図書設計図書設計図書によるものとし、こ れにより難い場合は、設計図書設計図書設計図書設計図書に関して監督職員と協議協議協議協議しなければならない。  
第４節第４節第４節第４節    公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工公園施設等撤去・移設工    ５－４－１５－４－１５－４－１５－４－１        公園施設撤去工公園施設撤去工公園施設撤去工公園施設撤去工    公園施設撤去工については、公園緑地編１－10－２公園施設撤去工の規定によ る。 ５－４－２５－４－２５－４－２５－４－２        移設工移設工移設工移設工    移植工の施工については、公園緑地編１－10－３移設工の規定による。 ５－４－３５－４－３５－４－３５－４－３        伐採工伐採工伐採工伐採工    伐採工の施工については、公園緑地編１－10－４伐採工の規定による。 ５－４－５５－４－５５－４－５５－４－５        発生材再利用工発生材再利用工発生材再利用工発生材再利用工    発生材再利用工の施工については、公園緑地編１－10－５発生材再利用工の規 定による。  


